
図
解
捕
縄
術
藤
田
西
湖
著



捕

縄

術

目

次

ヵ、

し

.1 

き

例

日

捕
縄
術
と
』ま

捕

縄

縄
の
長
さ

縄
の
色

縄

先

四

捕
縄
畳
様
種
々

捕
縄
σ〉
巻
き
方

七

捕
縄
の
巻
き
方

八

手
首
留
め
方
の
例

九

早
手
錠

早
手
錠

結

び

方

捕縄情目次

男
結
び

五

女
結
び

-
-
j
i
-
-
:
:
:
j
i
--:
:
:
-
j
i
-
-:
:
:
-
j
i
-
-二
六

片
結
び

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
二
六

片
結
び

七

相

生
結
び

七

露
結
び

八

烏
の
首
結
び

八

兎
頭
結
び

九

叶
結
び

九

五
行
結
び

。

鵜
の
首
結
び

。

か
も

さ
け

ヲ|
解
ひ
と

え

結
び

ま
結
び

た
て
結
び

機
結
び

真
結
び

宝
珠
結
び

四

7 



繍縄術目次

烏
の
首
結
び

四

鰭
結
び

五

葵
結
び

五

雲
雀
結
び

掛
結
び

総
角
結
び

七

華
長
結
び

八

掛
帯
結
び

八

手
錠
縄

九

手
錠
純

回。

手
錠
縄

凶

瓢
結
び

凶

男
結
び

凶

早
縄
鰭
胴
掛
用
j
i
-
-
・:
:
:
j
i
-
-j
i--・:
j
i
--凶
五

捕

方

j
i
-
-j
i
-
-:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
凶
七

真
蔭
流
早
縄
掛
方

四
八

関
口
流
早
縄
掛
方

四
九

立
身
流
早
縄
掛
方

五。
早

縄

五

鈎

縄

五

フじ
結
留

五

棒
捕
り

五
五

後
手
錠
縄

五
五

崩
し
両
手
捕
り

五
五

腰算
母言

り

五五
六 五

手
の
留
方

五
九

本
縄
11押
送送
用111

掛
様

8 

十
文
字

十
文
字
縄
解

上

縄

上
縄
縄
解

割
菱
縄

違
菱
縄

下
廻
縄

四

手
留

四



返
し
縄

四

鷹
の
羽
返
し
縄

四

注
連
縄

四

笈
擁
縄

四

羽
付
縄

五

乳
掛
縄

五

足
固
縄

五

重
菱
縄

五

留
り
縄

切

縄

_._ ノ、
J、

介

縄

_._ 
J、
/、

達

流

七
五

文
字

七
七

菱

七
七

十
文
字

七
七

姐

附

七
七

菱

七
八

摘縄備目次

十
文
字

七
八

重
菱

七
八

十
文
，....，....， 

十

七
八

重
菱

七
九

真
麹
附

七
九

馬
上
麹
附

七
九

亀

甲

七
九

矢

筈

八。

鯖

蛤

八。

揚

巻

八。

9 

角

違

八。

真

重
菱

八。

真
趨
附

八。

真
蟻
蛤

八。

真
亀
甲

八

胸
割

重
菱

八

胸
割
一
重
菱

前

八

八
方
揚

八

櫓

菱

八



繍縄術目次

縄

八

切櫓

純

八

方

固

流

八
五

将
其
総
角

八
七

上
行
総
角

八
七

軽
卒
草
総
角

八
七

本
陽
十
文...... 
十

八
七

本
陽
十
文
d=o 

.，-
陽

八
七

本
陽
菱

八
七

本
陰

菱

八
七

早
陽
十
文
字

八
八

早
陰
十
文
字

八
八

早
陽
菱
・
・
・
・・・・
.........• 

・・・・・・・:・...•...

•.. 
・
・
:
:.....•

•.•. 

・八
八

早
陰
菱
・
・
・
・
・
:
・・・••
•....... 

・・・
:
・
:
・
:
・:..
..••.... 

・・・:・・・・・八
八

早
蟹
械

八
九

早
猿
結
び

八
九

早
蜘
株
綜

八
jL 

先
王
形
仕
込

八
九

ヲ|
渡
鎖
掛

jL 
O 

長
袖
鱗
形

九。

女
五
方

)L 

制
剛
流

梶
原
流

jL 

カ

モ
-if-

ケ

ノ

図

JL 
五

青
黄
赤
白
黒
之
図

九
五

五

法

jL 

落

花

九
七

千

，鳥

九
八

早
縄
仕
舞
置
様
図

jL 
八

十
文
字
大
秘
事

九
八

村
雲
縄
サ

キ

図

jL 
八

ホi

雪量

九
JL 

村

晋
=-

九
九

村

雲

後

九
九

道
-上

。。

簡

破

0 
0 

船

中

0 
0 

10 



四

海

。

羽
替
付

。

徴

塵

O 

猪
谷
流
縄
縛
図

。

五

法

O 
五

十
文
字

。
五

千

鳥

O 

村

E 
-:i:>: 

O 
J、

_，_ ，、

道

O 

落

花

O 

縞

破

。
七

船

中

O 
七

徴

塵

0 
七

武
街
流
縄
縛
図

。
九

摘縄術目次

指
メ』
ロ

御
法

落

~E 

千

烏

村

笹
コロミ

能

破

_，_ ，、、

道

徴

塵

十
支...... 
十

船

中

理

極

流

五

荒
木
流

五

方

五

落

花

五

千

鳥

十
文
~ 

十

村

雲

_._ 
J、

道

J、

徴

塵

七

清
心
流

心
極
流

:
j
i
-
-
:
:・
:
:
:
:
二

九

早

縄

五

方

十
文
字

落

:(E 

11 



捕縄術目次

/fミ

励
加
統
制

プL

手
組
紫

因。

真
之
月間

四。

胴

す弱

後

四。

日向

捌

四
O 

活

制U

後

四

活

制

Ijil 

四

t件

制

四

天
狗
制

!国

~ 
7.，..: 

制

四

手
棚
網

四

口

伝

四

難
波
一
甫
流

東
流
縄
掛
秘
伝

:
:
:
-
J
J・
-
:
:
一
四
三

急

所

凶
五

早
縄
之
事

四
五

戒
縄
之
事

四

早
純
ニ
テ
本
側
ノ
懸
様
之
事
:
・
:
:
:
:
-
j
i
-
--:
:
:
一
四
七

追
放
純

四
七

留
純
情
様

四
七

八
寸
純
之
事

帯
ニ
テ
留
ル

口
伝
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
・
一
四
八

小
手
附
ノ
事

後
留

四
八

プf

イ

〆
ノ

事

四
jL 

官
僧
正
純
懸
様
留
様
:
:
:
:
:
-
j
i
--
:
:
j
i
-
-
:
・:
一
四
九

無
官
ItI 
家
等
純
掛
様

四
jL 

体

流

j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
・
一
五
一

草
之
本
縄
不
入
番
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
一
五
三

行
之
本
縄
不
入
番

五
四

12 

真
之
本
縄
不
入
番

五
五

女
出
家
縄

五

神
速
不
思
議
縄

五
七

鍵
針
早
縄

五
八

能
手
釣
速
縄

:Ji. 
jL 

斬

縄

五
jL 

天
狗
羽
懸
縄

。

天
狗
羽
縮
純

。

元
結
縄

ケ

条

ノ、



捕縄術目次

村

雲

位

縄

徴

塵

四

常
慎
流

夢
相
流

五

手
返
し

五

早

縄

五

"'7 

ワ

ミノ

縄

/， 

手
縦

芝
居
縄

早
縄
問

常
慎
流
極
秘
取
縄

七

難
波

甫
流

七

曜

五

火

責
重
菱

番
不
入

不
動
加
紙
縛

後

不
動
加
縦
縛

IJIJ 

胴

揚

高i

胴

婦

後

括

索

JjIJ 

括

索

1走

手
組
縄

後

手
組
縄

日1)

真
之
胴

山

真
之
胴

後

四

道
縄

問

早

縄

四

13 

天
狗
縄

五

定ι
7才て

縄

五

手
側
索

五

口

伝

五

東

流

七

火

資

九

量
菱

九

番
不
入

九



術縄術目J大

大

下
緒
縄

捕
手
之
事

四

阿
弥
陀
之
胸
割

五

微
塵
大
極
意

五

須

田

流

七

筒
手
付
の
縄

九

足
取
の
縄

九

袋

縄

七。

手
附

七。

渡

縄

七

佐
々
木
流
大
学
流
地
問
戸
流

一
乗
不
二
流
:
・
一
七
五

第

法

七
七

第

法

七
七

第

法

七
八

第
四
法

七
八

第
五
法

七
九

請
渡
縄

八。

四
寸
縄

八。
十
文..... 
ナ

八

船
中
縄

八

千

鳥

八

現

縄

i¥ 

現

縄

八

沙
門

山
伏

八

縄
之
伝
極
意

八
五

ヵ、
き
な
わ

八
七

と
り
し
め

八
七

四
す
な
わ

八
七

14 

れ
ん
じ
ゃ

く
縄

八
七

き
り
な
わ

八
八

ま
し、

な
わ

八
八

さ
と

の
む
ね
は.
り

八
九

き
ゃ
う
の
む
ね
』ま

り

八
九

し
ん
の
む
ね
は
り

九。

た
し、

ち
'つ
な
わ

九。

ろ
ん
の
な
わ

九。



捕縄術n;大

ぎ
と
う
な
わ

九
七

国
大
将
生
捕
縄

。

き
う
人
な
わ

九
七

手
縄

。
五

や
ま
ぶ

し
縄

九
七

割

縄

0 
五

ね
き
な
わ

九

高
手
縄

。
五

iま
ち、

わ
け

九

尺
縄

。
五

ひ
ペコ
く
わ

な
わ

九
五

出
家
縄

。
四

火
付
な
わ

九
五

陰

縄

前
後

。
四

さ
ら
し
な
わ

九
四

陽

縄

0 
四

く
~ 

り

九
四

切

縄

。

ヵ、
L、
と
う
な
わ

jL 

四
寸
縄

。

15 

け
』ま

な
し

九

雪ま

走
縄

。

わ
た
し
な
わ

九

早

縄

。

う
け
と
り
な
わ

九

縄

之

記

。

禾
う
わ
な
わ

九

む
さ
う

0 
0 

ち

な
わ

九

く
び
ん
も
と

き

九
九

女
な
わ

九

く
ま
さ
ヵ、

九
九

し
た
ひ
け

九

は
ん
な
わ

九
八

寸
な
わ

九

わ
う
は
ん
な
わ

九
八



術縄術目;大

分
見
縄

。

大
将
縄

部I

O 

位
上
之
純

。

位
中
之
縄

後
自iJ

O 
七

位
下
之
縄

。
七

紫

純

後
前

O 
F 

軍
陣
之
縄

後

O 
八

船
中
之
縄

後
lJiJ 

o 
八

武
縦
小
銃
武
者

後
前
:
:
:
:
:
・
:
:
;
:
:
:
:
:
:
:
:
二
O
九

花
結
縄

後

。

羽
武
者
純

。

大
正
流

鈎
徳、
流

評
定
縄

諸
中
縄

五

村

渡

五

国

渡

不
動
空
縛
〈
番
不
入
〉

j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
--
-
j
i
-
-:
・二
一
六

道
中
縄

七

遠
嶋
縄

七

女

縄
〆「

其
行
革、J

八

出
家
縄

真
行
革

九

山
伏
縄

。

行
人
縄
(
其
〉

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
一一一一一

姓
縄

真
行
革

非
人
縄

其
草

四

非
人
の
女
件

懸
る
縄

五

真
諸
縄

五

真
片
縄

五

座
頭
縄

其
行
革、J

国

女
縄

捨

縄
〆‘、
其
行、J

七

亀

縄
〆「

其
行、J

七

桔
梗
縄

八

新
影
治
源
流

九

三
十
五
筋

後
凶

四
八

新
影
新
抜
流

四
九

早

縄

五

16 



長児
童
女
縄

五

縄

五

社
人
山
伏
縄

五

出
家

縄

五

ス

矢
倉

五

対
決
縄

五

出
家
社
人
晒
縄

五

腰
縄
之
伝
極
意

五
五

前
後

五
七

早早切切早早早鍵
早
縄

捕縄術Hik

aR早
縄 縄縄

前
後

五
七

縄

前
後

五
八

縄

前
後

五
八

縄

前
後

五
九

縄

前
後

五
九

縄

前
後

。

縄

前
後

J、

目IJ

後

J、

前
後

早道
中
縄

本本隠
二
口
授

隠
二
口
授

本本本吟
味
縄

吟
味
縄 留

前
後

四

前
後

J、
五

縄

前
後

五

縄

前
後前

後
前
後

J、
七

縄

後

ノ、

七

縄

前
後

八

縄

前
後

九

17 

後

七。

前
後

七

吟
味
縄
姐
じ
め

前
後

七

逆
縄
麹
じ
め

七

送女女僧僧

縄

前
後

七
四

縄

前
後

七
四

縄

前
後

七
五

縄

前
後

七

縄

前
後

七
七



繍縄術目iX

附 附附附道
中
純 純

渡
し
制

}狗
後

七
七

純

liif 
後

七
八

縄

前
後

七
九

網

後

八。

縄
之
古
術

八

前
後

八

笹
井
流
縄
縛
図

八

大
用
縛
陰
之
其
行
革
之
事
・:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
:
・:
二
八
五

大
用
制
陽
之
真
行
草
之
事
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
二
八
六

大
用
略
純
六
機
之
事
:
:
;
;
:
j
i
-
-
j
i
-
-:
:
:
:
:
二
八
七

惣
略
縛

様
之
事

九。

惣
制
陰
之
真
行
革
・
之
事
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・二
九
一

惣
斜
陽
之
真
行
草
之
事
:
:
:
:
-
j
i
--:
:
:
:
:
:
:
:
二
九
二

捕参

縄

流

機
純
陰
之
真
行
草
之
事
:
:
:
-j

i
--
:
:
j
i
-
-
:
:
:
二
八
六

擁
縛
陽
之
真
行
草
之
事
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
二
九
五

擁
略
縛

様
之
事

九

要
料
陰
之
真
行
草
之
事
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-j
i
-
-
二
九
八

要
斜
陽
之
真
行
草
之
事
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
二
九
九

要
略
縛

様
之
事

。。

縮
制
陰
之
真
行
革
之
事
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
・三

O
二

縮
縛
陽
之
真
行
草
之
事
・•••••••••••••••

•••••••••••.••• 

・・
三

O
二一

縮
略
縛

様
之
事

。
四

仲
純
陰
之
真
行
草
之
事
・
・
・・・・・・:
・:
・:..
•.....

•. 
・・・・・・・
=一

O
六

伸
斜
陽
之
真
行
草
之
事
・
...........•..

...

..
•••.•.....

. 
・・三

O
七

仲
略
縛

様
之
事

。
八

名

鎖t

術

考

文

献

四

絵

湖

藤

回

西

18 



に
及
ん
で

捕
縄
術
が
専
ら
犯
罪
人
捕
縛
の
た
め
の
普
務
用
術
技
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は

上
位
の

3 

。ま

し

カ=

き

.:tI:: 
日

末
だ
天
下
が
治
ら
ず

盛
ん
に
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
た
頃
は

武
士
は
戦
陣
の
功
名
を
立
て
る
L
し
に
も

敵
を
生

捕
り
に
す
る
業
の
一
と
し
て
他
の
武
技
と
共
に
捕
手
捕
縄
の
術
を
も
大
い
に
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
が

世
が
大
平
と
な
心

武
士
は
こ
れ
を
下
役
人
の
す
る
業
と
し
て
漸
時
縄
を
も
手
に
し
な
く
な
っ
た

徳
川
時
代
に
は

捕
方
向
心
以
下
の
者
は
務
め
て
学
ん
だ
が

与
力
以
上
の
武
士
は
学
ぶ
者
も
少
な
か
っ
た

明
治
以
降

仮
之
犯
罪
人
で
あ
る
に
せ
よ
関
係
な
き
民
間
人
が
乱
り
に
こ
れ
を
捕
へ
純
を
掛
け
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る

と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
こ
れ
を
伝
え
学
ぶ
者
が
ま
す
ま
す
少
な
く
な
り

武
術
家
の
一
部
と
犯
罪
人
逮
捕
拘

禁
護
送
に
当
る
警
務
官
が

そ
の
必
要
上
の
捕
手
早
縄
と
護
送
用
縄
の
数
手
を
学
ぶ
の
み
と
な
っ
た

曽
て
は
、
武
芸
十
八
般
中
の
一
に
数
え
ら
れ
伝
え
ら
れ
た
捕
手
捕
縄
術
も

今
は
そ
の
術
技
と
共
に

そ
の
奥
儀
を
伝

え
た
文
献
資
料
さ
え
漸
時
亡
失
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ

の
時
に
当
り
、
こ
の
術
技
を
学
ん
だ
者
の
一
人
と
し
て

こ
の
態
ク
白紙



4 

視
す
る
に
忍
び
ず

せ
め
て
そ
の
術
技
の
一
端
と
故
実
古
伝
だ
け
で
も
残
し
て
置
き
た
い
念
慮
か
ら

過
去
数
十
年
間
に

亘
っ
て
蒐
集
し
た
古
伝
の
文
献
資
料
の
一
部
を
ま
と
め
て

世
の
研
究
者
の
た
め
に
上
梓
し
た
次
第
で
あ
る

昭
和
三
十
九
年

秩

百基

田

西

湖



問
解
捕
縄
術
は

と
し
て
い
な
い

火
熔
純

又

体-
縛

例

-
Eヨ

武
術
と
し
て
の
捕
縛
用
縄
法
を
主
と
し
て
裂
い
た
も
の
で

拷
問
用
各
種
責
縄

本
書
に
は
一
切
省
略
し
た

他
の
縄
泊
に
も
仕
用
さ
れ
て
い
る
関
係
上
被
せ
た
が

機
縄

従
っ
て

晒
縄
は

刑
問
用
処
刑
制
ま
で
円
く
の
を
目
的

処
刑
用
首
斬
縄

試
銅
用
各
種
仕
様
縄
等
の
類
は

梯
子
縛

柱
縛
等
他
の
器
具
道
具
を
用
ゆ
る
縛
術
法
も
大
小
万
縛
の
外
は
凡
て

各
新
制
り
方

こ
れ
ら
の
縄
法
は
い
ず
れ
折
を
見
て

其
他
変
形
変
般
の
締
り
方
一
切
は
ま
と
め
て
別
冊
と
し
て
上
梓
す
る
心
算
で
あ
る

試
銅
用
仕
様
縄

拷
問
用
各
種
責
縄

刑
罰
用
処
刑
縄

5 

こ
れ
を
は
ぶ
い
た

指
具
道
具
仕
用
の



捕
縄
術
と
は



捕
縄
術
と
は

捕
縄
術
と
は
、
人
を
捕
え
縄
を
以
て
縛
る
術
で
、

一
名
、

取
縄
術
、

捕
縛
術
、

繰
繋
之
術
、
伽
術
、

倒
術
と
も
い
つ

た
。
支
那
で
は
こ
れ
を
綿
縄
套
索
と
い
い
、
略
し
て
た
だ
索
と
も
い
っ
た
。

3 

こ
の
術
の
初
め
は
、
戦
場
に
お
い
て
、
敵
の
捕
虜
を
拘
縛
し
た
り
、
乱
棒
狼
婚
を
働
く
者
を
制
禦
拘
禁
す
る
た
め
に
行

う
な
縄
掛
方
法
を
用
い
た
の
が
い
つ
し
か
定
法
と
な
り
、

つ
い
に
は
そ
の
身
分
階
級
ば
か
り
で
な
く
、
職
柄
に
よ
っ
て
も

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
に
は
、
専
ら
犯
罪
者
の
捕
縛
拘
禁
脱
走
逃
亡
を
防
ぐ
た
め
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

縄
掛
方
法
も
、
初
め
は
只
単
に
敵
の
自
由
を
拘
束
し
、
乱
棒
狼
籍
脱
走
逃
亡
の
出
来
ぬ
よ
う
な
縛
り
方
だ
け
で
あ
っ
た

の
が
、
後
に
は
、
大
将
に
は
大
将
縄
、
士
卒
に
は
土
卒
縄
、
下
郎
に
は
下
郎
縄
と
一
見
そ
の
身
分
階
級
の
見
別
が
つ
く
よ

縛
り
方
が
定
め
ら
れ
、
武
家
に
は
武
家
、
庶
民
に
は
庶
民
、
僧
侶
に
は
僧
侶
、
神
官
に
は
神
官
、
山
伏
、
行
者
、
婦
人
、

子
供
、
盲
目
、
非
人
等
々
、

み
な
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
縄
掛
方
式
に
よ
っ
て
施
縄
方
法
を
違
え
る
と
共
に
、
犯
罪
の
事
項
、

繍縄術l:11



庶
民
(
雑
人
〉
に
は

十
文
字
、
割
菱
、
違
菱
、

上
縄

繍縄事情~ I孟

罪
の
軽
重
等
ま
で
一
見
判
別
で
き
る
よ
う
な
掛
け
方
を
す
る
の
を
定
法
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
定
法
通
り
の
縄

を
か
け
る
の
は
よ
い
が
、
定
法
違
い
の
縄
を
掛
け
る
の
は
、
掛
け
る
者
の
落
度
、
掛
け
ら
れ
る
者
の
恥
辱
と
も
な
っ

た。

徳
川
時
代
一
般
に
用
い
ら
れ
た
縛
縄
法
と
し
て
は
、

侍
に
は

二
重
菱
縄

出
家

〈僧
侶
〉
に
は

返
し
縄
、
鷹
羽

社
人

ハ
神
官
〉
に
は

注
連
縄
、
鳥
居
懸

山
伏
に
は

笈
橿
縄

4 

婦
人
に
は

乳
掛
縄

子
供
に
は

稚
児
縄

座
頭
に
は

座
頭
縄

対
決
に
は

羽
附
縄

剛
力
者
に
は

足
闘
縄

縄
抜
け
の
巧
み
な
者
に
は

留
縄

罪
人
追
放
謂
渡
に
は

介
縄
、
贈
縄
、
渡
し
縄

晒
物
に
は

晒
縄

軒
罪
に
は

首
切
縄
、
切
縄
、
斬
縄
、
現
縄
、
落
花
、
捨
縄
、
伐
縄



火
付
に
は

火
付
縄

非
人
に
は

非
人
縄

等
々
を
か
け
る
の
を
定
法
と
し
た。

も
っ
と
も
流
派
に
よ
っ
て
そ
の
名
称
、
縄
縛
法
に
相
違
は
あ
っ

た。

5 



M縄術/;11 

各
流
で
行
な
わ
れ
た
捕
縄
術

早.堅本早山
伏
縄

荒

期日

一
寸
縄

制8

常
之
縄

御

純

片
手
縄

気

網

本渡

木

流
有
髪
縄

位
之
縄

家

流
追
置
縄

鋲

縄

錦

縄

釣
之
縄

襟

縄

論
之
縄

渡
し
縄

縄

盗
賊
縄

本
流
派
は
戸
田
流
よ
り
出

牢
入
縄

楽

流

縄

羽
付
縄

女

縄

馬
上
羽
付

戸
田
流
も
同

御
前
縄

夜切

縄

防
子
縄

首
切
縄

追
放
縄

縄

以
上
五
筋

以
上
五
筋

羽
織
下

坊
頭
縄

以
上
七
筋

社
人
縄

6 

士

縄



士h
山

真

流

古

伊
弊
冊
尊
ニ
テ
渡
ラ
セ
玉
フ
其
時

柳
縄
の
由
来
ト
申
ハ
天
地
開
闘
ヨ
リ
天
神
第
七
代
伊
弊
諾

其
御
代
ヨ
リ
子
安
ノ
縄
初
リ
タ
リ

天
照
大
神
顕
シ
玉
フ

天
神
七
代
地
神
五
代
以
来
血
除
六
筋
ノ
縄
出
来
タ
リ

天
ヨ
リ
不
動
鎖
博
ノ
綱
渡
レ

リ

一
筋
ノ
縄
ニ
七
筋
宛
子
縄
ヲ
附
親
縄
共
-
一
四
十
八
筋
ト
申
縄
ニ
ハ
九
曜
七
曜
ヲ
奉
表
候
流
ハ
万
流
師
者
ハ
近
ト
申
セ

共
我
等
渡
ト
申
ハ
越
前
園
棲
場
采
女
正
ヨ
リ
以
来
血
判
令
停
授
者
也

山

伏

縄

坊

主

縄

羽

飼

〆

縄

武

者

縄

国

越

縄

対

決

縄

払夜
ノ
縄

落
花
縄

白
洲
縄

ト
ウ
縄

番
イ
ラ
ズ

早

捕縄街1:11

以
上
七
筋

縄

掛
解
縄

番
不
入
縄

常
慎
流

七マ
ワ
シ
縄

ツ
メ
縄

心
外
無
敵
流

縄

四
寸
縄 曜

争
ノ
縄

指
出
シ
純

晒
ツ
制

渡
シ
縄

追
放
縄

百
姓
縄

て
ん
ほ
こ
組

女
早
縄

乳
隠
縄

手
房
留
縄

重
罪
人
晒
縄

縄
手
錠

海
老
純

大
巻
縄

居
責
縄

釣

縄

花
曇
縄

7 

当
流
縄
法
八
夢
相
流
ト
同

乳

腰

割

縄

腰
小
手
留

渡
シ
縄

追
払
縄

大

縄

ト
イ
縄

ツ
ユ
カ
ケ

早
縄
ト
イ

芝
居
縄

ケ
サ
カ
ケ

小
手
カ
ヘ
シ

ケ
マ
ン

早

縄

早

縄

さ
げ
を
し
ば
り

女
し
ば
り

ち
ご
し
ば

P

ち
ゃ
坪
し
ば
り

障
し
ば
り



捕縄術いま

真
之
神
道
流
は

道
中
縄

真
之
神
道
流

早
縄

体
中
縄
の
三
つ
に
別
け

本
縄

腰

僧

縄

女

縄

麹

〆

関
口
新
心
流

縄

の
以
上
五
法
と
す

両
手
ノ
早
ク
ク
リ

縄

羽
カ
ヒ
緊
ハ
手
ノ
大
指
結
様
伝
書
両
ヒ
ジ
ニ
テ
止
ル
〉

縄

忍

腰 番
不
入
ハ
足
カ
カ
マ
リ
下

ユ
テ
ト
メ
リ
〉

田

掛

〈
小
手
チ
キ
リ
〉

縄

(
胴
ヲ
一
重
マ
ハ
ス
)

以
上
の
外
縄
法
ト
シ
テ

早

縄

ニ
尺
縄

〈
是
大
指
ニ
テ
止
ル
〉

番
無
縄

お
家
縄

小
手
縄

棒
し
ば
り

立
し
ば
り

木
馬
し
ば
り

二
つ
か
き
く
わ
ん

四
寸
縄

山
伏
縄

高
手
縄

羽
が
い
付
縄

ま
た
縄

ハ
以
上
十
〉

は
し
ご
し
ば
り

は
し
ら
し
ば
り

俵
し
ば
り

二
人
し
ば
り

片
手
し
ば
り

二
つ
声
し
ば
り

て
か
ね

か
ら
し
ば
り

縄
無
し
ば
り

鱒 て
ん
び
ん
し
ば
り

す
ま
き

筋
た
ち
ハ
以
上
三
条
極
意
〉

も
つ
こ
ふ
し
ば
り

さ
か
し
ば
り 倒

切

縄

巻

縄

は
た
者
し
ば
り

〈
右
十
〉

片
手
掛

児
女
縄 侍

縄

(
以
上
五
)

ほ
た
し
縄

す
か
き
し
ば
り

小
脇
指
し
ば
り

首
か
ね

(
右
十
)

8 

胸
刀
之
縄

た
込
み
し
ば
り

か
け
き
よ
し
ば
り



明
へ
紙
を
あ
て
る
こ
と

9 

直
至
五
億
流

一
、
早
縄
之
事

最
初
蛇
口
の
処
を
右
の
手
首
へ
か
け
夫
よ
り
左
の
肩
よ
り
首
へ
ま
は
し
左
の
小
手
を
右
の
小
手
に
そ
へ
縛
る

一
、
不
入
番
之
事

玉
こ
っ
た
て
縄
足
へ
も
か
与
る

一
、
下
緒
縛
之
事

両
方
の
手
首
を
扶
へ
入
れ
両
方
の
肘
へ
鞘
を
通
し
下
緒
に
て
と
め
る
こ
と

一
、
武
士
縄
之
事

一
、
本
縄
之
事

玉
二
つ
持
て
腕
へ
か
け
印
付
に
し
縄
の
両
端
を
合
せ
菱
の
如
く
結
び
夫
よ
り
小
手
を
留
る
な
り

一
、
羽
骸
付
之
事

右
の
手
を
切
付
に
縛
り
右
の
腰
へ
つ
け
左
の
手
も
同
様
に
縛
り
左
の
腰
へ
つ
け
後
帯
の
結
目
の
処
に
て
縄
の
両
端
を
い

ぼ
結
に
し
帯
へ
引
通
す
こ
れ
は
途
中
な
ど
連
行
時
の
縄
な
り

一
、
番
不
入
之
事

本
縄
の
如
く
縛
り
て
足
へ
か
け
る
こ
と

捕縄衡と は



捕縄術Ut

一
寸
縄

寸
)

早
之
縄

夜
之
縄

早

夢
健
神
鳥
流

カ
ラ
ナ
ハ

カ
キ
ナ
ハ
〈
三
尺
二
寸
〉

ナ
カ
ナ
ハ

藤
原
流

鏑

縄

釣

縄

山
田
新
心
流

縄

番
不
入

付

録、
伏

縄

本

縄
縄

ア
ラ
ソ
イ
縄

〈
以
上
七
ケ
条
〉

論

縄

切

縄

棒

縛

有
髪
縄

短

尺

イ
タ
マ
ス
縄
(
坊
主

位
之
縄

(以
上
五
筋
〉

女
人
〉

常
之
縄

ハ
マ
ナ

ハ

真
之
純

ハ
二
尺
五

一
寸
縄

10 



捕

縄



繍 縄

鈎短 り S視必惚既~ 捕
そ 、 い鈎早縄本 縄縄
の 塀も縄 縄 の の

i~~防犯初 縄他乗 の ~1 。主 h主 定長 長
=鈎が早 一 し さ さ
寸等用縄尋尋 な は.

縄 の L、 の半半 い流
、 別 ら 長か か が派

五 が れ さ ら ら 、 tこ

寸 あ て と =十 よ

縄 -っ L、 同尋ー ザコ
、た ?こ じ半尋 て

七
。 。台、 、

寸 鈎
、

そ
縄 ま の

等 』主 ?こ 縄
ヵ: そ 縛

あ 個 れ 法
る 鈎 よ の
。 、

り 繁
や 簡

個 や あ

の そ
軽土冬秋夏春れ縄
い用ははははにの
者は北西南東相色
に中にににに当は
は央向向 向向す ?二 る 丈縄 た て と れた 柔
自でつつつつる古 縄 。夫 は 縛 も も を も か 捕
縄 、 てててて方く t/;、 江で腐 る 塩 良 血 の に縄
、 賞 、 、、 、 位は も 戸締 り 気 L、 でが打は

罪色黒白赤青に四 つ時 り カ1 も が と 染良 ち
、

のの色色 色色 向 季 と 代 も 早 す つ さ め し、
、

も

重 縄の の の の -っ tこ も 捕良 く
、，

かれ た と
、， -っ、ー 、ー

い を縄 縄縄 縄て よ 珍縄 L、 ヵ、 ぶ ず た し、 さ れ と

者用をををを縄 つ 重は が ザコ る 腐 。われを も
し、 用 用 用 用 を て さ 参解 解締 る 血 ゆ て 三 良

はた し、 し、 L、 し、 台、 色 れ州 け け り
ヤ

染 る い操 質、ー
青が け を た 宝 易 易 ヵ= と 縄血 る 編 な
縄

、
た違 。 蔵 い し、 良 ヵt は染 。の 麻

後 。
え. 寺欠

。 し、 な 永 縄 そ細を
位に 、

で点絹
。

い年が し 目 極
の 。主 ま 製 も 縄渋 。使 も て め

あ 罪 ?こ し あ は染 ま -っ 切っ 、，
し て、ー

13 



縄

る
者
に
は
紫
縄
、
下
人
に
は
黒
縄
、

そ
の
他
赤
、
賞
、
浅

繍

黄
色
の
染
縄
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
階
級
に
応
じ
て
用
い

た。
旧
幕
時
代
、
江
戸
で
は
染
縄
を
横
目
縄
、
印
縄
と
い
っ

て
、
北
町
奉
行
所
掛
り
同
心
が
召
捕
っ
て
来
た
場
合
は
白

い
縄
、
南
町
奉
行
所
掛
り
同
心
の
場
合
は
紺
縄
、
勘
定
奉

行
所
は
三
操
白
縄
、
牢
屋
敷
縄
は
紺
染
を
か
け
る
定
め
で

あ
っ
た
。

縄
先

明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
染
縄
は
使
わ
ず
、
針
縄
、

鈎
・
縄
も
用
い
ら
れ
ぬ
よ
う
に
な
り
、
逮
捕
用
捕
縄
、
昔
の

早
縄
〈
速
縄
〉
押
送
用
護
送
縄
、
昔
の
本
縄
の
二
種
と
な

っ
た
。
そ
し
て
縄
縛
法
も
ほ
ぼ
一
定
し
、
長
さ
も
押
送
用

護
送
縄
は
長
さ
七
米
ハ
二
丈
二
尺
一
寸
)
太
さ
直
径
約
四
・

五
粍
〈
一
分
五
厘
〉
逮
捕
用
捕
手
縄
は
長
さ
五
米
ハ
一
丈

六
尺
五
寸
〉
太
さ
直
径
約
三

・
五
粍
(
一
分
一
厘
)
の
も

の
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

14 

捕
縄
の
先
端
に
蛇
口
を
付
け
る
の
は
捕
縄
の
定
法
の
如
き
も
の
で
、

大
抵
の
流
派
は
こ
れ
を
付
け
て
い
る
。
針
、
鈎
、

銀
、
分
銅
等
を
付
け
た
も
の
は
、
す
べ
て
早
縄
用
捕
縄
で
、
本
縄
用
捕
縄
に
は
付
け
な
い
。

蛇

ロ

捕
輪

蛇
口
に
縄
を
通
し
て

捕
輸
を
つ
く
る
。

鈎

縄



捕縄

分
銅
縄

早
手
錠

億
蛇
口

折
掛
縄

15 

鍾

銅

鐸
縄
は
縄
走
り
よ

き
を
調
宝
と
す
。

針

網

針
縄
は
具
足
の

威
毛
を
針
に
て

纏
通
し
縛
る
た

め
な
り
。



術.

捕
縄
畳
様
種
々

本
縄
用

本
縄
用

本
縄
用

早
縄
用

早
縄
用

16 

早
縄
用

早
縄
用



早
縄
用

早
縄
用

捕
縄
の
巻
き
方

ωリ

〈
早
解
縄
と
い
う
〉

縄揃

17 

左
手
親
指
に
蛇
口
を
一
巻
し
て
か
け
、

縄
を
小
指
に
回
し
か
け
、
次
に
ま
た
親

指
に
回
し
か
け
る
よ
う
に
し
て
か
け
、

縄
の
余
端
が
約
五
尺
く
ら
い
に
な
っ
た

時
、
こ
れ
を
は
ず
し
て
純
を
胴
体
に
巻

き
と
め
る
。



縄

捕
縄
の
巻
き
方

f市

。

わ
き
を
手
首
に
は
め
て
縄
を
指
に
巻
き
込
み
、
残
り
の
端
が
片
腕
の
長
さ

く
ら
い
に
な
っ
た
時
、
そ
れ
を
は
ず
し
、
胴
体
を
巻
き
と
め
る
。

18 



手
首
留
縄
の
例

蛇

口

結
蛇
口

縄捕

す
ご
き
結
び

か
も
さ
げ

一
筋
叶
結
び

一
筋
五
行
結
び

19 



縄

折
掛
縄

~ 

鍾

縄

雲
雀
結
び

川
ぬ

雲
雀
結
び
を

相
手
の
指
に

か
け
る
と
容

易
に
は
ず
れ

p
h

、o

e
i
H
'
L
V
 

雲
雀
結
び

20 



早
手
錠長

さ
二
寸
く
ら
い
の
竪
木
に
て
、
手
杵

の
よ
う
な
も
の
二
個
造
り
、

一
尺
七
、

八

寸
の
縄
で
つ
な
ぐ
。

早
手
錠

早
手

引
立
用
器

錠
と
も
い
う
。

真
儲
か
竹
で
長
さ
二
寸
ニ
、

三
分
径

分
く
ら
い
の
搾
状
の
物
を
つ
く
り
、

そ
れ

を
長
さ
六
寸
五
、
六
分
の
縄
で
つ
な
ぐ
。

縄11 

早
縄
問
様
小
手
を
巻
き
、
両
手
の
間
へ

割
込
み
を
入
れ
て
締
め
た
後
を
幾
回
も
捻

り
、
分
銅
を
小
手
の
間
へ
侠
ん

で
蹴
く
。

21 

手
首
に
関
の
如
く
か
け
て
引
き
立
て
る
。



結
び
方



~ぴ方

男 円
男

結
結

ぴ
ぴ

垣
根

11 ¥¥ 
結 )]Ij 

ぴ 名

いを
ヵt ろ

ら 結

結 ¥} 結
結 び

び
び び も
方 方 ち ろ

結 結

び び

垣
根
結
ぴ

擁ま

結ー
び

流、.
I阜

結
び

f奄
結
び

技L

折f
結
び

一一 蝿は
E・ 、、，司、 一 、、

頭f
ら

25 



結び方

女
結
ぴ

名

片
結
ぴ

左
片
結
び

め
な
ど
結
び

結
ぴ
方

結
ぴ
方

26 



結び方

結
ぴ
方

相
生
結
ぴ

片
結
び右

片
結
び

結
び
方

zl 



結び}j

露
結
び

名

鳥
の
首
結
び

諸
結
び
と
も
い
う

結
び
方
男
結
び
に
同
じ
。
こ
の
結
び
方
を
左
に
し
た
も
の
は
女
結
び
な
り
。

結
び
方

結
び
方

28 



結び方

叶
結
び

兎
頭
結
び

結
び
方

結
び
方

29 



結び方

五
行
結
び

名

幽
帽
の
首
結
び

は
た機

結
び

名

か
け
結
び

か
ま
が
く
し

つ
ぎ
結
び

か
め
く
ぐ
し

印
付

結
び
方

か
も
く
ぐ
し

亀
の
輪)人:

か
も
さ
げ

30 

わ
さ
ぎ
か
し
つ
け



か
も
さ
け

鎌
が
く
し

引
解
ひ
と
え
結
び

結び方

鴨
牧

結
び
方

結
び
方

的

w
を
納
の
わ
さ
に
入
れ
て
引
締
め
、

31 

さ
ら
に
ま
た

ωの

し
て
引
き
留
る
。

わ
き
に
帥
を
わ
き
に
し
て
入
れ
、
残
り
の
縄
を
男
結
び
に



結び方

こ
ま
結
び二二言屋三

た
て
結
び

女
結
び
と
も
い
う
。

男
結
び
と
も
い
う
。

毒事足

32 



紙
、
結
び

真
結
び

E 毒事犀

結び方

こ
ま
結
ぴ

玉
結
び

結
び
方

こ
ま
か
結
び一幸喜国
結
び
き
り

細
結
び

末
結
び

女
結
び

33 

結
び
か
け



結び方

宝
珠
結
び〉凪ぐ

烏
の
首
結
び

思
い
結
び

六
頭
結
び

結
び
方こじ

結
び
方

34 



結び方

葵結 ~ ~ 織 と
ぴ

蜂に
結な

ぴ

飽
結 議び 続

鎖
結
び

淡
路
結
び

不
i日L 

結

Q 
び {総結

結

び 殿

び

方 様

方

結
ぴ

35 



結び方

雲
雀
結
び

揖
結
び

名

異
掛
帯
結
び

思
結
び

36 

一
一
つ
華
量

結
び
方

結
び
方



結び方

結
ぴ
方

中
の
結
び

Mmな
る
の
を
人
形
総
角
と

い
う
。

総
角
結
び

'5l 

結
ぴ
方

総
角
結
び

一
名
と
ん
ぼ
う
結
び
襖
結
び

中
の
結
び
慎

な
る
の
で
こ
れ
を
入
形
総
角
と
い
う
o



結
び
方

掛
帯
結
ぴ

鍾2

38 

結び方

華
畳
結
び

却j

名

結
び
方

入
紐

道
心
結
び



結ぴ方

左

錠手

。、 縄

順
序

よ
-っ 連

て 鎖
ヵ、 結

け ぴ

る。

39 



結び方

手
錠
縄

付

〈
賭
蛤
結
び
と
も
い
う
〉

一
二
三
の
順
序
で
四
の
結
び
を
造
り
、
両
方
の
わ
さ
に
両
手
を
入
れ
て
締
め
る
。

網
を
指
先
に
三

巻
く
ら
い
し
て

四

両
端
の
縄
の
中
央

を
両
方
に
引
出
す
。

片
手
ず
つ
入
れ
て

両
端
を
引
く
。

40 



手
錠
縄

手
錠
縄
ハ
り
と
同
じ
。

手
錠
縄

結び方

41 

-一歩 ';)1く引く会ー



引
き
解
き
結
び

結び方

劃
結
び

42 



男
結
び

鯖
鈴
結
び
亀
の
輪
等
で
縛
つ

た
そ
の
結
び
目
は
、
そ
の
後
の

結
び
目
の
緩
ま
ぬ
よ
う
に
結
び

止
め
を
す
る

必
要
が
あ
る
。

そ
れ
に
は
男

結
び
を
用
い

る。

こ
の
よ
う
に
し
た
だ
け
で
は

左
の
縄
を
引
く
と
ほ
ど
け
る
か

ら
、
こ
の
縄
を
輸
に
し
て

結び方

そ
の
結
び
方
は
ど
こ

で
も
締

め
た
両
端
の

一
方
を
輸
に
し
て

右
方
の
結
び
目
に
か
け
お
き

え
て
左
方
紅
引
く
と

輸
に
し
な
い
一
方
を
輸
に
し
た
方
に
締
め

て
差
し
込
み
、
輸
に
し
た
方
の
一
方
を
引
く

と
次
の
よ

43 

こ
の
よ
う
に
結
ば
り
、
縄
の
両
端
い
ず
れ

を
引
い
て
も
ほ
ど
け
な
い
よ
う
に
す
る
。



早
縄
鵠
棚
掛
様



に
な
る
よ
う
上
か
ら
か
け
る
の
が
陽
縄
、
下
に
な
る
よ
う
か
け
る
の
が
陰
縄
で
あ
る
。

46 

早縄(途繍用術手縄)鈴械

捕
純
術
に
は
、
早
縄
と
本
縄
と
が
あ
る
。

早
縄
は
速
縄
と
も
い
い
、

ま
た
、
仮
縄
、
仮
縛
と
も
い
う
。
乱
掠
狼
籍
を
働
く
者
を
速
時
制
禦
拘
禁
し
た
り
、
犯
罪
人

を
と
り
あ
え
ず
逮
捕
す
る
場
合
に
か
け
る
捕
縛
縄
で
、

一
名
捕
手
縄
と
も
い
う
。

本
縄
は
本
式
縄
の
略
称
で
一
名
、
本
縛
と
も
い
っ
た
。
す
で
に
捕
え
た
犯
人
を
押
送
す
る
場
合
、

一
定
の
縛
縄
方
式
に

よ
っ
て
か
け
る
縄
締
法
で
、
護
送
縄
と
も
、
っ
て
い
る
。

か
た
同

こ
の
早
縄
、
本
縄
を
、
流
派
に
よ
っ
て
は
早
縄
本
縄
と
い
わ
ず
、
早
縄
は
早
縄
で
も
、
本
縄
を
堅
縄
と
い
っ
て
い
る
流

派
も
あ
る
。
ま
た
、
真
行
草
に
別
け
、
真
は
本
縄
、
草
は
早
縄
、
行
は
本
縄
早
縄
い
ず
れ
を
も
兼
ね
た
縄
縛
法
と
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
縄
法
に
陰
縄
、
陽
縄
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
縄
掛
け
の
方
法
を
縄
表
よ
り
見
て
、

上

な
お
、
縄
形
名
称
は
流
派
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
名
称
が
附
せ
ら
れ
一
定
し
て
い
な
い
。
同
じ
よ
う
な
縄
縛
方
法

で
も
名
称
は
多
分
に
違
っ
て
い
る
。



，早縄(逮繍用舗乎縄}働申羨

捕

方
敵
の
右
手
先
を
摘
み
、

腕
の
節
に
左
手
を
添
え

て
組
み
ふ
せ
、
直
ち
に

我
が
右
腕
に
か
け
て
置

い
た
捕
備
を
敵
の
岩
手

に
移
し
か
け
る
。

自
分
の
右
手
に
蛇
口
を
は
め
て
、
残
り
の
縄
を
掌
中
に
束
ね
て
持
ち、

組

を
か
け
る
時
す
ば
や
く
敵
の
腕
に
移
し
か
け
る
。

47 

我
が
右
手
で
敵

自
分
の
手
首
に

の
左
手
を
図
の
如

捕
わ
れ

ーーーー る
者

蛇
口
を
ヵ、
け

残

く
也
・に
持
ち
上
げ

り
の
縄
を
挟
の
中

る
と
敵
の
体

に
入
れ
て
置
い
て

敵
の
手
首
を
捉
え

我
れ
は
右
手
逆
を

け
る
。

る
と
共
に
移
し
か

左
手
で
敵
の
肘
を

捕
え
る
者

締
め
上
げ
な
が
ら

押
え
つ
つ
前
方
に

押
倒
し
、
純
を
か

け
る
。



早縄話1M用調相手縄}後料提

真
蔭
流
早
縄

捕
輸
を
敵
の
右
手
先
に
か
け
た
ら
、

左
手
首
に
二
巻
き
し
て
結
び
、
そ
の

そ
の
縄
端
を
直
ち
に
左
方
よ
り
右
方
へ
咽
を
一
回
り
し
て
か
け
、
次
に
左
手
を
折
り
曲
げ
、

縄
端
を
一
束
し
て
襟
元
七
、

八

寸
下
で
引
き
締
め
て
結
ぶ
。

48 



字縄(逮f・m繍乎縄)御幸Il

関
口
流
早
縄

捕
縄
を
折
半
し
た
真
中
を
手
首
に
か
け
、
縄
端
を
左
方
よ
り
右
方
に
首
を
一
回
り
さ
し
て
引
き
締
め
、
左
手
を
曲
げ
て
縄
を
手
首

そ
の
上
に
馬
乗
り
に
股
が
り
、
暴
れ
る
時
は
右
耳
下
の
急
所
独

に
巻
き
付
け
、
襟
下
八
寸
く
ら
い

の
と
こ
ろ
で
結
ぶ
。
敵
を
倒
し
、

官
を
親
指
の
先
に
て
強
く
押
し
付
け
、
左
手
を
曲
げ
て
捕
縛
す
。

49 



早縄ì!t雨期4附絹)僻'~:l

立
身
流
早
縄

敵
を
僻
伏
せ
に
倒
し
、
左
足
に
て
二
の
腕
を
強
く
踏
み
つ
け
、
左
手
首
に
か
け
た
縄
端
を
左
肩
口
よ
り
咽
へ
回
し
て
引
き
締
め
、

左
手
を
曲
げ
て
そ
の
手
首
に
二
巻
回
し
て
結
ぶ
。
敵
穏
か
な
る
時
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
よ
い
が
、
も
し
乱
暴
を
な
す
時
は
直

ち
に
縄
の
残
り
を
以
て
左
右
の
内
の
足
の
親
指
一
本
を
結
び
つ
け
て
置
く
。
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早

縄
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早

縄

垣
根
結
び



完
結
留
ま
た
は
紙
捻
留
め

寸
網
、
五
寸
縄
と
い

52 
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竿縄 (ì!欄fflf由下縄}観キ~

経
緯
留
め

紙
佳
ま
た
元
結
を
以
て
揖
指
二

+
文
字

菱
と
も
ま
わ
し
縄
と
も
い
う

け
る
を
陽
菱
と
い

い
、
下
に
す
る

を
陰
菱
と
い
う
。
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傭
手
釣
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鈎

縄

小
手
返
し
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樺

捕

後
片
手
縄
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崩
し
両
手
捕
り

後
手
錠
縄
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腰

縄

男
結
び
手
順
付

(1i} 

ω 

ωw膜
縄
最
後
の
留
め
方

ω 

的
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蛇
口
と
縄
尻
の
留
め
方



早縄(i!術開捕T縄)鍋キ筏

引
致
縄

縦
行
連
鎖
の
場
合

と
、
亀
の
輪
を
利
用
す
る

の
と
の
こ
通
り
あ
る。

ハ
連
鎖
縄
〉

こ
れ
は
数
人
の
者
を
同
時
に
制
縛
す
る
連
鎖
縄

の
方
法
で
、

こ
れ
に
は
鯖
鈴
結
び
を
利
用
す
る
の

ぷ』
ロ場の行連鎖横

鯖
蛤
結
び
を
用
い
て
一
人
ず
つ
縛
す
る
場
合
で
も
、
亀
の
輸
を
用
い
て

57 

縛
す
る
場
合
で
も
、

一
連
ご
と
に
必
ず
そ
の
中
央
を
一
巻
二
巻
し
て
し
っ

か
り
と
締
め
、

こ
れ
を
男
結
び
で
止
め
て
か
ら
、
次
々
と
施
縄
す
る
よ
う

に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

鯖
蛤
結
び



平純 (j州問廊下刷 機構

亀
の
輪
に
よ
る
連
鎖
織

中
央
は
必
ず

一
巻

二
巻
し
て
男
結
び屯

の
輪

回



早縄 (;1揃mfl1lT縄}僚，.ll

手
の
留
め
方

手
を
抱
き
あ
わ
せ

に
し
て
留
め
る
。

十
字
態
に
留
る
。

前
後
に
重
ね
て
留
め
る
。

上
下
に
重
ね
て
留
め
る
。

合
掌
体
に
し
て
爾
め
る
。
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腕
と

の
聞
の
縄
へ
引
き
掛
け
腰
に
て
一
束
に
し
て
引
き
く
く
り
の
乳
を
造
り
、
こ

の
乳
へ
縄
の
端
を
一
束
に
し
て
通
し
、

国

十
文
字
縄

こ
れ
は
雑
人
に
掛
け
る
縄
な
り
。

七
尋
の
縄
を
折
半
し
真
中
を
首
に
揖
け
、
垣
根
結
び
に
結
び
、
そ
の
縄
を
引
き
揃
え
背
の
中
程
に
て
結
ぶ
。
そ
れ
よ
り

そ
の
縄
を
左
右
一
筋
ず
つ
に
分
け
、
先
ず
一
筋
で
左
上
腕
を
鎌
が
く
し
に
縛
り
、
次
に
右
一
筋
で
右
上
腕
を
同
じ
く
鎌
が

く
し
に
縛
り
、
左
右
両
縄
端
を
一
束
に
し
て
上
の
輸
に
背
に
面
し
た
方
よ
り
通
し
、
帯
の
上
に
て
一
束
に
し
て
乳
を
つ
く

り
、
乳
の
方
を
下
に
し
て
縄
の
端
を
小
手
の
上
に
し
て
手
の
甲
と
節
と
の
聞
に
回
し
、
乳
を
引
き
締
め
、
夫
よ
り
縄
を
一

筋
ず
つ
に
分
け
、

一
筋
を
左
右
合
せ
た
手
の
聞
に
引
回
し
て
下
の
方
に
て
垣
根
結
び
に
結
ぶ
。

上
縄

こ
れ
も
雑
人
に
掛
け
る
縄
な
り
。
こ
の
縄
の
形
上
の
字
に
似
た
る
故
に
上
縄
と
名
付
け
ら
れ
た
。

七
尋
の
純
を
折
半
し
て
真
中
に
な
る
と
こ
ろ
を
咽
に
か
け
垣
根
結
び
に
結
び
、

そ
の
縄
を
左
右
に
分
け
、

一
筋
を
以
て

先
ず
左
上
腕
を
鎌
が
く
し
に
縛
り
、
次
に
右
上
腕
を
同
じ
く
鎌
が
く
し
に
縛
り
、

そ
の
縄
端
を
互
い
違
い
に
と
っ
て
咽
と

乳
を
引
き
締
め
て
小
手
を
留
る
。

劃
奮
縄

九
吋
の
縄
を
二
つ
に
折
り
、
そ
の
折
っ
た
中
央
の
と
こ
ろ
を
左
手
に
持
っ
て
右
手
で
二
重
の

と
こ
ろ
を
一
束
に
持
ち
、

被
縛
者
の
右
脇
下
よ
り
後
へ
回
し
、
左
の
肩
に
出
し
、
内
一
筋
を
以
て
右
脇
の
折
り
目
の
輸
に
通
し
、
輸
を
胸
部
へ
引
き

揚
げ
、
残
り
の
一
筋
は
肩
を
は
ず
し
、
被
縛
者
の
左
脇
下
へ
後
の
方
よ
り
通
し
、
そ
の
縄
端
を
背
中
へ
筋
違
い
に
か
け
て

本 縄 {縛退111.11送縄}鍋制実

右
肩
へ
執
り
、
左
折
返
し
の
輪
へ
通
し
こ
れ
も
胸
部
へ
引
き
揚
げ
て
左
右
を
締
め
寄
せ
る

(後
は
棒
を
掛
け
た
如
く
に
な

る
)
。

信
胸
部
に
括
り
寄
せ
て
垣
根
結
び
に
し
て
そ
の
縄
を
抜
き
通
さ
ず
乳
を
造
り
、
乳
に
な
し
た
る
縄
を

一
重
巻
い
て

締
め
れ
ば
乳
ず
れ
る
こ
と
な
し
、
そ
れ
よ
り
縄
を
左
右
に
分
け
腕
に
掛
け
、
左
右
の
縄
を
束
ね
程
よ
り
外
へ
一
束
に
通
し



違
菱
縄

こ
の
縄
も
雑
人
に
掛
け
る
縄
な
り
。

本縄 {押送用J直送網)倒骨後

て
小
手
を
留
る
。

こ
の
縄
は
常
は
雑
人
に
用
う
る
が
、
旅
押
国
渡
に
も
用
ゆ
。
食
事
の
時
小
手
を
解
き
縄
端
を
乳
に
結
ん
で
置
く
。

七
尋
の
純
を
折
半
し
、
そ
の
中
央
部
を
咽
に
か
け
て
垣
根
結
び
に
結
び
乳
を
造
り
、
縄
を
左
右
に
分
け
、
左
右
の
順
に

腕
を
縛
り
引
揃
え
乳
に
通
し
、

腰
に
て
一
束
に
引
括
り
の
乳
を
造
り
小
手
を
留
る
。

下
廻
縄

こ
の
縄
は
剛
力
者
に
掛
け
る
縄
に
て
常
人
に
は
余
り
用
い
な
い
が
、
両
足
を
縛
っ
て
歩
行
を
止
む
る
縄
で
あ

る
か
ら
、
時
に
よ
っ
て
常
人
に
用
い
て
も
さ
し
っ
か
え
は
な
し
。

七
尋
な
い
し
九
尋
の
縄
を
用
う
。

掛
け
方
は
折
半
せ
る
縄
の
真
中
を
首
に
掛
け
、
前
に
て
垣
根
結
び
に
し
て
乳
を
造
り
、

縄
を
左
右
に
分
け
て
左
右
の
腕
を
鎌
が
く
し
に
縛
り
、
そ
の
縄
を
瞬
の
と
こ
ろ
に

て

一
束
に
結
び
、
引
括
り
の
乳
を
造
り
、

64 

左
右
の
足
を
組
ま
せ
、
上
な
る
縄
を
一
束
に
乳
に
通
し
、
組
ん
だ
両
足
を
締
め
小
手
を
留
る
。
そ
し
て
そ
の
縄
を
股
聞
を

後
へ
引
責
き
、
腰
に
て
一
束
に
結
び
、
縄
を
分
け
て
左
右
の
脇
の
下
よ
り
腹
部
に
回
し
、
ま
た
一
束
に
し
て
乳
へ
引
き
通

し
小
手
を
留
る
。

返
し
縄

出
家
に
か
け
る
縄
な
り
。

掛
け
方
は
割
菱
と
同
じ
く
脇
の
下
よ
り
棒
掛
け
に
し
て
括
り
乳
を
造
り
、
縄
を
左
右
に
分
け
、
左
腕
右
腕
と
鎌
が
く
し

に
し
て
左
右
の
縄
端
を
一
束
に
乳
の
裡
よ
り
外
へ
引
き
通
し
、
帯
の
上
に
て
小
手
を
留
る
。

出
家
は
袈
裟
を
外
し
て
縄
を
掛
け
る
の
が
定
法
で
あ
る
。
ま
た
衣
も
脱
が
せ
る
方
が
よ
く
、
袈
裟
を
脱
す
れ
ば
僧
衣
も

共
に
脱
す
る
も
の
と
心
得
る
ベ
し
。

庫
の
羽
返
し
縄

こ
れ
も
出
家
に
掛
け
る
縄
な
り
。



返
し
縄
の
如
く
腕
を
純
り
そ
の
縄
端
に

て
前
腕
を
締
り
、
そ
の
端
を
乳
に
通
し
小
手
を
留
る
な
り
。

注
連
縄

こ
の
縄
は
社
人
に
掛
け
る
縄
な
り
。
そ
の
形
が
注
連
に
似
て
い
る

の
で
名
付
け
ら
れ
た
も
の
。

掛
け
方
は
返
し
縄
の
如
く
、

ま
ず
揮
に
掛
け
そ
れ
を
襟
に
括
り
寄
せ
て、

垣
根
結
び
に
し
て
乳
を
造
り
、
次
に
縄
を
左

右
に
分
け
、

一
筋
に
て
左
の
前
腕
を
鎌
が
く
し
に
締
り
、
ま
た
一
筋
に

て
右
の
前
腕
を
鎌
が
く
し
に
縛
る
。
そ
し
て
そ
の

前
腕
の
縄
を
似
て
左
の
上
腕
を
鎌
が
く
し
に
締
り
、
ま
た
右
も
同
じ
く
鎌
が
く
し
に
縛
り
、
こ

の
縄
を
一
束
に
し
て
乳
に

引
き
通
し
、
小
手
を
閣
め
る。

笈
植
縄

こ
れ
は
山
伏
に
掛
け
る
縄
な
り
。

を
右
の
上
腕
の
乳
に
通
し
、
こ
れ
を
中
の
乳
へ
一
束
に
裡
よ
り
外
へ
引
き
通
し
て
小
手
を
留
る
な
り
。
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掛
け
方
は
前
の
如
く
純
を
棒
に
掛
け
乳
を
造
り
、
縄
を
左
右
に
分
け
、
左
右
上
腕
を
鎌
が
く
し
に
縛
り
、

左
右
共
に
乳

を
造
っ
て
置
い
て
そ
の
縄
端
に
て
左
右
の
前
腕
を
鎌
が
く
し
に
縛
り
、
左
の
縄
端
を
右
の
上
腕
の
乳
に
通
し
、
右
の
縄
端

羽
付
縄

対
決
等
の
場
合
に
掛
け
る
縄
で
、
小
手
を
留
め
な
い
。
こ
れ
は
時
に
貴
人
の
前
に
出
し
手
を
突
き
挨
拶
さ
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
食
事
の
場
合
自
由
に
双
手
を
動
か
し
め
た
り
、
縄
付
の
ま
ま
馬
に
乗
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
、
鞍
の
前

輸
に
取
り
付
か
せ
る
た
め
で
あ
る
。

縄
の
掛
け
方
は
前
と
同
じ
く
棒
に
掛
け
、

肩
に
括
り
寄
せ
て
垣
根
結
び
に
結
び
、
そ
れ
よ
り
左
右
の
腕
を
鎌
が
く
し
に

本縄{縛退周oIIIil縄}舗犠

締
り
、

そ
れ
を
腰
に
て
一
束
に
結
び
左
右
へ
分
け
前
へ
回
し
、
打
ち
違
え
に
よ
り
後
口
へ
回
し
腰
に
て
垣
根
結
び
に
な
し
、

縄
端
を
腰
に
引
き
通
し
て
置
く
な
り
。

現
掛
縄

こ
の
縄
は
貴
賎
に
寄
ら
ず
婦
人
に
掛
け
る
縄
な
れ
ば
乳
掛
け
と
名
付
け
た
の
で
あ
る
。



を
同
じ
く
縛
り
、
次
に
足
を
立
て
さ
せ
締
付
け
双
方
の
縄
を
前
に
て
打
ち
違
え
に
採
り
う
し
ろ
へ
回
し
、

そ
の
ま
ま
咽
へ

本側(抑込用必送網)扮村長

七
尋
の
縄
を
折
半
し
、
そ
の
中
央
よ
り
少
し
片
々
へ
ょ
っ
た
と
こ
ろ
を
採
っ
て
前
方
よ
り
婦
人
の
右
腕
を
鎌
が
く
し
に

制
割
ぷ
り

縛
り
、
大
振
の
乳
を
造
り
、
次
に
長
い
方
の
縄
を
婦
人
の
う
し
ろ
へ
一
文
字
に
回
し
、
そ
の
縄
で
左
腕
を
同
じ
く
鎌
が
く

し
に
締
り
こ
れ
に
も
乳
を
造
り
、
次
に
そ
の
双
方
の
縄
端
を
脇
の
下
よ
り
う
し
ろ
へ
回
し
背
中
に
て
打
ち
違
い
に
と
り
、

肩
よ
り
双
方
の
乳
へ
通
し
一
東
に
結
び
、
三
寸
く
ら
い
下
に
て
一
束
に
引
括
り
を
造
り
小
手
を
留
る
。

足
固
縄

こ
の
縄
は
船
中
に
用
う
る
掛
け
方
で
、
ま
た
剛
力
者
に
も
用
い
た
。

被
縛
者
の
う
し
ろ
よ
り
彼
の
左
上
腕
を
鎌
が
く
し
に
締
り
、
長
い
方
を
咽
に
か
け
そ
れ
を
右
へ
回
し
、
右
上
腕
を
鎌
が

く
し
に
締
り
被
縛
者
の
前
へ
回
り
右
の
一
筋
を
採
っ
て
左
の
股
を
鎌
が
く
し
に
締
り
、

ま
た
左
の
一
筋
を
と
っ
て
右
の
股

掛
か
り
た
る
縄
へ
通
し
背
中
に
て
一
束
に
結
び
、

そ
の
端
に
一
束
の
引
括
り
を
造
り
小
手
を
留
る
な
り
。
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斯
の
如
く
縛
る
時
は
下
廻
縄
と
同
じ
く
立
つ
事
も
叶
わ
ざ
れ
ば
剛
力
者
に
用
う
る
も
大
い
に
よ
し
。

二
重
蔓
縄

こ
の
縄
は
土
に
掛
け
る
縄
な
り
。

九
尋
の
純
を
折
半
し
、
そ
の
縄
の
真
中
を
後
襟
に
掛
け
、
垣
根
結
び
に
し
て
乳
を
造
り
、
縄
を
左
右
に
分
、
右
腕
を
鎌

が
く
し
に
締
り
、
乳
を
造
り
、
次
に
左
腕
を
同
じ
よ
う
に
縛
っ
て
乳
を
造
る
。
そ
し
て
そ
の
左
右
の
縄
を
一
束
に
し
て
引

括
り
を
造
り
、
左
右
の
手
を
合
せ
鎌
が
く
し
に
留
め
、
そ
れ
よ
り
縄
を
左
右
に
分
け
、
勝
下
よ
り
腰
部
の
う
し
ろ
へ
回
し
、

打
ち
違
え
に
と
り
、
前
帯
の
上
部
で
垣
根
結
び
に
し
て
そ
れ
よ
り
左
右
の
腕
の
乳
に
通
し
、
縄
端
を
一
束
に
胸
部
の
乳
に

通
し
、

そ
の
乳
に
掛
け
て
か
ら
げ
て
置
く
な
り
。

こ
の
縄
法
を
後
に
掛
け
る
の
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
途
中
連
行
の
時
は
衣
類
の
背
に
穴
を
明
け
縄
を
貫
し
、
乳
に
か
ら

げ
て
連
行
す
る
こ
と
も
あ
る
。



留
り
縄

こ
の
縄
は
縄
抜
け
の
巧
み
な
者
に
か
け
る
縄
法
で
あ
る
。

九
尋
の
縄
を
折
半
し
て
そ
の
中
央
を
咽
に
掛
け
、

垣
根
結
び
に
し
て
乳
を
造
り
、
そ
れ
よ
り
そ
の
一
筋
を
以
て
左
手
首

を
鎌
が
く
し
に
縛
り
、
次
に
右
の
手
首
を
同
じ
く
縛
り
、

一
束
に
し
て
乳
に
引
き
通
し
、
帯
の
引
に
て
一
束
に
引
括
り
、

被
縛
者
に
左
右
の
指
を
組
ま
せ
、
輪
を
掌
の
方
に
し
て
縄
を
組
合
せ
た
る
指
の
節
の
間
よ
り
掌
の
方
へ
回
し
、
給
を
通
し

て
そ
れ
を
括
り
、
そ
の
輸
を
左
右
に
分
け
、
指
と
手
の
甲
の
間
へ
上
よ
り
割
回
し
、
下
の
方
に
て
垣
根
結
び
に
縛
り
、
帯

へ
通
し
て
か
ら
げ
る
。

斯
の
如
く
前
よ
り
掛
け
る
も
よ
し
。

切

縄

こ
の
縄
は
首
を
斬
る
時
に
揖
け
る
縄
な
り
。

九
尋
の
縄
を
折
半
し
、

一
束
の
ま
ま
に
て
咽
を
縛
り
、
三
寸
ほ
ど
下
っ
た
と
こ
ろ
で
一
束
に
結
び
、

そ
の
縄
端
を
引
き

抜
か
ず
長
自
の
大
き
な
乳
を
造
り
、

そ
の
乳
を
左
右
の
上
腕
に
掛
け
、
脇
の
下
よ
り
出
し
、

そ
の
乳
を
背
中
に
て
一
束
に

67 

合
せ
、
そ
し
て
そ
の
引
き
残
し
た
縄
を
こ
の
乳
に
通
し
、
そ
の
輪
よ
り
鎖
に
組
み
そ
の
端
に
て
小
手
を
留
る
な
り
。

首
を
斬
る
時
は
咽
の
縄
を
解
い
て
首
を
斬
ら
せ
、
小
手
を
解
き
縄
を
引
け
ば
鎖
は
解
け
て
、

一
度
に
縄
が
外
れ
る
。

九
尋
の
縄
を
折
半
し
中
央
輸
の
方
を
左
手
に
採
っ
て
咽
に
掛
け
、
右
手
の
持
つ
方
を
一
束
の
輸
に
通
し
、

一
尺
余
り
引

な
お
こ
の
切
縄
は
、
囚
人
を
入
櫨
さ
せ
る
時
に
も
用
う
る
こ
と
が
あ
る
。

介

縄

こ
の
縄
は
囚
人
の
受
渡
し
追
放
放
免
等
の
場
合
に
掛
け
る
縄
な
り
。

本縄{縛退JJfA退縄}鍋制実

き
出
し
(
引
抜
く
に
は
あ
ら
ず

輸
に
し
て
引
き
出
す
な
り
〉
そ
れ
よ
り
輸
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
左
右
に
分
け
、
上
腕
の

上
よ
り
前
へ
回
し
、

そ
の
端
を
脇
の
下
よ
り
後
へ
出
し
、
こ
の
輪
へ
背
に
残
し
た
一
筋
の
縄
を
通
し
、

一
重
の
鎖
を
三
ず

つ
組
み
、
端
を
一
束
に
寄
せ
、
背
中
へ
二
重
の
鎖
を
三
つ
四
つ
組
み
、
そ
の
端
に
て
小
手
を
留
る
な
り
。



本 縄 (押進剤』豊送網);鈴本来

縄
を
解
く
時
は
小
手
を
解
き
縄
を
引
け
ば
ず
る
ず
る
と
明
の
輪
ま
で
解
け
る
。

縄
抜
け
を
企
む
者
は
、
縄
に
か
か
る
時
全
身
を
固
く
し
、
四
股
と
く
に
肩
肘
等
に
力
を
入
れ
て
縄
を
掛
け
さ
せ
、
後
ち

ゆ
る

全
身
の
力
を
抜
い
て
柔
か
に
し
て
縄
に
緩
み
を
造
り
、
ど
こ

か
一
カ
所
抜
く
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
一
カ
所
抜
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
後
は
容
易
に
抜
け
ら
れ
る
も
の
な
れ
ば
縄
を
掛
け
る
も
の
は
そ
の
点
を
よ
く
よ
く
心
得
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

飽



*'縄 (縛込用d量込縄)舗幸俊

+
文
字
縄

十
文
字
縄

69 



げ
か
い
な
b

下
廻
縄

本縄 (l申込用品唾送網) 僻'~ il

わ
9
ぴ
し
な
h

割
蔓
縄

処 を る く
に左。り小 手

4斗
遺

てのそ的手 の
垣方ののの 留 菱

根よ縄加留 め 縄

結りをくめ よ
び合 一縄よ
にせ筋をう つ
留 たず通は
る る ペコ し

、

。双左 、 す

手右引 "'" の 括、て
間分 り 図
にけ を の
一 、 締 如
回わ め く
し 11~ る ヲ|
巻右 と 括
い手 ω り
て の の の
、方如乳
下の く を
の縄 なつ

70 



本縄(縛ilIJ1.I1送網}働.. 

注
連
縄

返
し
縄

笈
摺
縄

た

か

は

が

え

な

h

膚
の
羽
返
し
縄

71 



本縄 (f申込用lIi且縄)鋳卒後

は

ず

け

な
h

羽
付
縄

も
が
吋
な
拘

現
掛
縄

あ

し

が

た

な

b

足
固
め
縄

二
重
菱
縄

72 



ヨド縄(縛送用a退縄}錫斜度

留
り
縄

切t

縄2

こ
の
輸
を
左
右
の
腕
へ
か
け
、
脇
の
下
よ
り
引
き
出
し
、
背

73 

中
に
て
一
束
に
し
て
縄
端
を
図
の
如
く
し
て
通
し
、
鎖
あ
み
と

し
端
に
て
手
を
留
め
る
。

こ
こ
に
て
咽
を
縛
る



本縄 (1申込用.逃縄)舗中後

た
す
吋
な
わ

介

縄

を
組
み
、

こ
れ
を
片
々
ず
つ
鎖
二
、

ま
た
耳
.
中

に
て
一
束
に
し
て
卸
三
、

四
を
組
み
、

小
手
を
留
め
る
。 そ

の
端
で

74 
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達

流



一途1涜

達

流

一
文
字
早

早

菱

十
文
字
早

麹

付
早

十
文
字

菱

一
重
菱

十
文
字

二
重
姿

真
麹
附

馬
上
麹
附

亀

甲

矢

筈

巻

婿

鈴

揚

角

違

76 

真
二
重
菱

真
麹
附

真
蛾
蛤

真
亀
甲

胸
割
一
重
菱

八
方
揚

櫓

菱

切

品も

檎

菱



ー遺構

+
文
字

文
字

小
手
留
口
伝

77 



十
文
字

78 

一途流

十
文
字



一連施

馬
上
酒
附

亀

甲

二
重
菱

直
麹
附

79 



楊

巻

李 事

角

違

80 

一連~

矢

筈



-j量流

真
二
重
菱

真
鍋
蛤

真
週
附

81 

真
亀
甲



一途流

J¥ 

臼企 割胸
方
揚

重
菱

櫓

菱

胸
割
一
重
菱

82 



一違施

切

縄

櫓

菱



方

園

J玄
i)lし



方冊減

方

閲

流

将
真
総
角

軽
卒
草
総
角

士
行
総
角

本
陽
十
文
字

本
陽
十
文
字
陽

本
陽
菱

木
陰
菱

早
陽
十
文
字

早
陰
十
文
字

早
陽
菱

早
陰
菱

早
蟹
繊

早
猿
結

早
蜘
株
称

先
生
形
仕
込

引
渡
鎖
掛

長
袖
鱗
形

部

女
五
方



方聞流

将
真
総
角
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士
行
総
角

軽
卒
草
総
角

本
陽
十
文
字



方圃流

本
陽
十
文
字

本
陽
菱

88 

本
陰
菱

早
陽
+
文
字



方圃流

早
陰
十
文
字

早
陽
菱

89 

早
陰
菱

早
蟹
繊



方間流

早
撞
結
び

早
蜘
験
続

先
王
形
仕
込
み

引
渡
鎖
掛
け

90 



方聞1涜

畏
袖
岨
固
形

女
五
方

91 



制
剛
流

梶
原
流



制剛流線原i寵

制

羽 筒十 五 問。
替文
付 破字 法

流

縄

之
徴船村落

塵中雲花 巻

叉

-・t

四六千 集

海道鳥

94 



制j寵制剛l寵

カ
モ
サ
ケ
の
図

本
縄
ハ
長
サ
一
丈
八
寸

太
サ

コ
ノ
加

ツ

余
太
キ

血
縄
上
々
也

ハ
締
リ
悪
タ
細
キ
程
締
リ
吉

白
縄
ニ
テ

モ
不

苦

血
縄
ト
云
フ

ノ
ハ

人

ノ
血
-
一
テ
染
メ
能
ジ
ゴ

キ
置
タ
モ
ノ

ニ
テ
是
塩
気
ツ
カ
ズ
ジ

テ
弱
リ
ナ
キ
故
上
々
ノ
縄
ト
云
也

渋

一
テ
染
メ
シ
縄
ハ
コ
ハ

タ
解
ケ
テ
悪
ジ

血
白
ノ
縄
ニ
テ
縛
ル

右
ノ
縄
縛
テ
左
ノ
図
ユ
ナ
ル

時
ハ
赦
免
ツ
テ
不
苦

極
悪
者

ハ
背
縄
ニ
テ
之

ν
ヲ
縛
ス
但
血

之
縄
ニ
テ
モ
不
苦
一
筋
ニ
テ
幾
度
モ
用
ヒ

ラ
ル

--.:r 

右
手

95 

下
図

純
ノ
図
中
四
寸
ト
ア

ν
ド
モ

普

青
黄
赤
白
黒
之
図

赤

通
ノ
者
ニ
ハ
強
過
ギ
ル
故
五
寸
位
ガ
ヨ
イ

四
寸
ニ
テ
一
時
程
置
ケ
パ
死
ス
ト
云

一
一
ノ
腕
ヲ
高
小
手
ト
云

赤
自
責
輪
モ
サ
ケ
ト
云

自

左
手



調原1涜制剛流

百
姓

上
図
五
法
ハ
赤
白
ノ
純
余
リ
ヲ

黄

ト
赤
ト
ノ
聞
の
縄
ノ
下
へ
図
ノ
如
ク
取

テ
黒
ヲ
結
ピ
二
重
に
廻
シ
割
純
ヲ
懸

上
ヲ

シ
ヲ
リ
ニ
結
ブ

下
図
ハ

二
重
回
シ
割
縄
衷
ノ
図

96 

坊
主

下
図
五
法
ハ
赤
由
ノ
組
ノ
余
リ
ヲ
直

取

黒
ノ
結
ピ
一
重
宛
廻
シ
割
縄
ナ

ク
シ
ヲ
リ
ニ
結
ピ
其
余
リ
ヲ
腹
へ
廻
シ

テ
置
ケ
パ

手
上
へ
揚
ラ
ズ

長
袖
ノ

類

比
縄
ガ
ヨ
イ

下
図
ハ
割
無
純
裏
ノ
図



縄原涜制剛流

落
花
ヲ
渡
ス
人
ニ
モ
之
ヲ
用
ユ

其
節
ハ
血
縄
カ
白
純
ニ
テ

縛
渡
ス

但
侍

ハ
咽
ニ
紙
ヲ
嘗
ル
也

請
取
人
ノ
前
ニ
テ
咽
腎

ノ
シ
ヲ
リ
ヲ
解
キ
赤
白
小
腕
ノ
三
ケ
所

O
印
ノ
所
ヲ
右
ノ
手

持
チ
引
時
解
ル
其
時
衝
放
ツ
渡
ス
請
取
人
取
外
ジ
テ
モ
渡
ス
者

ノ
不
調
法
ニ
ハ
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
夢
々
背
縄
ニ
テ
制
ル
可
カ

ラ
ズ

斬
縄
ニ
モ
之

ν
ヲ
用
フ
其
時
ハ
育
縄
ニ
テ
モ
苦
シ
カ
ラ

落
花
成
敗
ノ
時
ハ
首
背
ノ
純
丈
解
キ
首
ヲ
切
縄
先
ヲ
中
間

アk-一
持
テ
両
足
ト
モ
ニ
イ
カ

シ
膝
節
ノ
先
ヲ

一
鍬
姻
テ
世
ク
首
切

レ
パ
前
へ
伏
ジ
血
ヵ
、
ラ
ズ
シ
テ
吉

其
時
赤
白
小
腕
ノ
三
所

落
花
斬
縄

ヲ
解
ク

縄
払
イ
切
縄
ハ
侍
自
身
払
フ
可
カ
ラ
ズ
是

ハ
雑
色
ノ

ス
ル
コ
ト
ナ
サ
但
家
来
ナ
ド
ニ
サ
セ
ル

ハ
不
苦

背
純
デ
縛
ル

可
ツ
又
血
白
縄
ニ
テ
モ
ヨ
ツ

五
法
デ
純
リ
成
敗
ス
ル
時
ハ
純

ハ
切
捨
テ
不
苦

切
縄
ハ
危
キ
縄
デ
ア
ル
故
切
節
掛
ル
ガ
ヨ
ツ

若
前
ヨ
リ
懸
ズ
シ
テ
叶
ハ
ザ
ル
ト
キ
ハ
縄
ノ
外
三
尺
手
拭
カ

短
縄
-
一
テ
腰
ヲ
緩
ク
結
ン
デ
置
ク

若
走
ル
様
ニ
思
フ
時
ハ
両

落
花
首
ジ
ヲ
リ
高
手
小
腕

足
ニ
カ
ケ
ル
ソ
レ
ハ
引
倒
ス
タ
メ
デ
ア
ル

此
前
ヲ
丸
合
紋
ノ
所
へ
挟
ム
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機原I涜

千

鳥

&11剛流

+
文
字
大
秘
事

小
腕
縛
様
何
れ
も
同
事
な
る
故

略
之

早
縄
懸
様
右
ノ
手
へ
ワ
ナ
ヲ
カ
ケ
置
懐
ノ
内
ニ
テ
右
袖
へ
納

彼
右
ノ
手
ノ
ワ
ナ
ヲ
首
へ
掛
ル
也

置
右
ノ
手
ヲ
項
へ
当

早
縄
仕
舞
置
様
図
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村
雲
縄
サ
ハ
キ
図



縄源流制剛流

上
l主l

村
雲

後
ニ
テ
縛
山
戸
時
ハ
前
へ
廻
ス
ニ
及
バ
ズ

事軍

ヲ
能
ツ
メ
三
ツ
カ
ラ
ミ
ニ
能
結
ピ
付
テ
置
タ

栂
ヲ
ツ
メ
ル
儀

口
伝
ナ
リ

ビ
付
ル

村

雲

次
村
一官官

村

前
ニ
テ
僻
ル
時
ハ
股

ヨ
リ
後
ノ
方
へ
廻
シ
榔

ニ
結

後
へ
廻
サ
ズ
ニ
オ
ケ
パ

ロ

ニ
テ

b
ク
カ
ラ
デ
ア
ル

99 

雲



梅原液車tJ岡町東

六
道
士

範
破
ハ
小
腕
ヲ
縛
胞
へ
廻
シ
赤
シ
ヲ
リ
ヲ
結
其
縄
ノ
余
リ
ヲ

後
ヨ
リ
股
へ
通
シ
前
ノ
方
-
一
テ
帯
へ
通
シ
扱
畳
能
真
中
-
一
穴
ヲ

明
純
ヲ
通
シ
下
ニ
テ
留
ル
或
ハ
後
ヨ
リ
直
ニ
下
へ
通

シ
留
テ
モ

'*" ロ

何
縄
-
一
テ
モ
如
斯
ナ
ル
故
-
一
図
を
略
ス

船

中

右
船
中
何
縄
ニ
テ
モ
腹
へ
廻
シ
船
張
へ
結
付
置
也
依
図
ヲ
略

ア、

六
道
士
ハ
赤
白
ノ
縄
ノ
余
リ
ヲ
責
ト
ノ
間
ノ
組
下
ヨ
リ
上
へ

取
リ
黒
ノ
シ
ヲ
リ
仕
明
計
ニ
紙
一
帖
程
当
ル

是

ν
網
目
ノ
恥

時
ユ
へ
如
此
五
法
ノ
内
ト
云

ヘ
リ

1∞ 

筒

破



保原流制剛流

羽
替
付

右
羽
替
付
ハ

戦
中

テ
以
弓
弦
縛
早
縄
也
秘
事

凶
梅
ハ
早
純
ナ
リ

足
ノ
大
指
ニ
加
図
結
付
ル

両
日
比
結
テ

モ
ヨ
ク
叉
縁
の
端
ニ
テ
モ
結
付
ル
ナ
リ

101 

徴

塵

右
微
塵
夫
と
ニ

料
分
扮
返
ツ
縄
ニ
如
図
仕

然
モ
急
成
時
ハ
青
黄
ノ
ワ

ナ
へ
不
及
通
直
-
一
返
シ
テ
吉
大
秘
事



猪
谷
流
縄
縛
図



指谷流網鴻図

早五千村十
文
字

船寵
_._ 
/， 徴落

縄

長
さ
六
尺
四
寸

法

常
に
掛
る
純
也

，鳥

下
藤
に
掛
る
縄
也

雲

児
法
師
に
懸
也

諸
囚
人
に
懸
る
也

中

船
中
に
て
掛
縄
也

破

極
意
の
縄
也

侍
に
懸
也
、
寸
法
六
寸
首
に
紙
を
巻
へ
し
陰
陽
結
有
高
手
習

尤
小
手
縄
に
返
縄
口
伝

是
地
獄

道

弓
の
弦
に
て
懸
る
口
伝

塵

寸
法
七
寸

天
二
十
八
宿
地
三
十
六
儀
を
表
せ
り
不
動
縛
り
の
縄
よ
り
初
云
掛
様

寸
法
七
寸

高
手
に
口
伝

但
縄
の
長
さ
一
丈
ニ
尺
八
寸

首
陰
陽
結

寸
法
の
伝

首
根
に
陰
陽
結

四
方
四
寸
海
を
表
せ
り

小
手
前
後
口
伝
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懸
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縄
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縄
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縄
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縄
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な
り

法
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縄
な
り

く
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へ
縄
右
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手
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首
へ
廻
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手
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縛
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寸
法
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寸
五
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て
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に
て
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く
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よ
り
引
出
す
時
荒
縄
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首
の
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叉
切
る
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掛
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口
伝
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侍
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首
に
紙
を
巻
く
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下
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な
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法
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叉
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寸
法
六
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方
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に
か
け
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手
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侍
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縛
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に
紙
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免
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縄
な
り

縄
と
も
云
へ
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寸
法
七
寸

首
の
付
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よ
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結
び
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ツ
小
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び
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寸
法
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寸
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事
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縄
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留
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口
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縄
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め
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叉
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叉
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衣
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に
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に
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方
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縄
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留
め
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か
け
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に
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縄
有

侍
は
首
又
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縛
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縄
目
録

縄

蜘
之
掛

縄
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縄
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右
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縄
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縄
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縄
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縄
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縄
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縛
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縄
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草
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本
縄
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番

縄
の
真
中
を
と
っ
て
首
の
後
よ
り
か
け
、
首
元
に
て
男
結
び
に
し
、
片
方
の
一
筋
を

も
っ
て
さ
ら
に
そ
の
上
を
一
縛
し
て
空
解
け
せ
ぬ
よ
う
に
し
か
と
し
め
、
そ
の
縄
端
を

左
右
に
分
け
、
腕
の
と
こ
ろ
俗
に
磨
と
い
う
と
こ
ろ
を
鴨
竹

ハ
か
も
さ
ぎ
は
、
し
る
し
ハ
印
〉
付

と
も
い
う
)
に
結
ぶ
。
次
に
そ
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縄
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蔽
下
よ
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し
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の
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縄
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た
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よ
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回
し
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結
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に
し
か
と
し
め
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そ
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ら
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空
解
け
せ
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う
に
縛
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右
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ば
縄
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所
に
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手
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縄
を
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し
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と
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鴨
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に
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。
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縄
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縄
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縄
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早
縄

か
け
よ
う
種
々
あ
り。

~斗ト

本
縄
七
尋
半

早
縄
一
丈
七
尺

各
口
伝

鍵
無
早
縄

1弱



一得流

続
手
釣
早
縄

斬

縄

純
を
腕
首
に
引
か
け
、

そ
の
純
を
訂
に
阿

し
、
片
方
の
手
を
と
っ
て
先
の
手
に

R
ね
て

し
め
る
。

こ
の
縄
は
打
首
の
者
に
か
け
る
純
に
て
、

打
首
の
時
、
首
の
純
端
を
引
け
ば
す
ぐ
解
け

る
。
純
を
解
く
と
こ
ろ
は
手
計
り
な
り
。
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-A亀it

天
狗
羽
綿
縄

俗
に
い
う
腰
制

名

天
狗
羽
限
縄

も
大
赦
制
と
も
い
う
。

囚
人
を
渡
す
時
に
料
る
縄
。

当
流
に
て
は
腰
縄
を
帯
に
か
け
ず
、
弱
腰

の
と

こ
ろ
を
し
る
し
付
け
に
く
く
る
な
り
。

前
は
手
錠
を
か
け
る
。

定
手
首
を
く
く
り
、
そ
の
縄
端
を
前
後

方
に
分
け
て
右
方
腰
辺
に
ま
と
め
、
腰
を
結

び
、
直
ち
に
そ
の
純
で
右
手
首
を
料
る
。

こ
の
端
を
引
け
ば
す
ら
す
ら
と
と
け
る
な
り
。

1印



一得流

両
の
純
端
を
と
っ
て
両
手
を
縛
り
、
渡
す
時
は
手
を
解
き
、
日
上

ι
一

文
字
に
当
て
た
純
を
と
っ

て
引
け
ば
サ
ラ
リ
と
解
け
る
。

161 

渡

縄

こ
の
縄
法
は
、
当
流
の
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ど
、
縄
端
を
も
て
ば
動
く
こ
と
叶
は
ず
。
渡
す
時
一
筋
の
網
端
を
引
け

γ
一

議
一一

鎖
結
び

--一-.. 



一例流

元
結
縄

大
指
を
袖
口
に

元
結
を
以
て
く
く

大
小
下
緒
縛
り

純
無
き
時
罪
人
を
貴
人
の
前
に
引
き
山

す
時
は
、
髪
を
く
く
り
た
る
元
結
を
解
い

て
、
袖
口

の
と

こ
ろ
に
大
指
を
出
さ
せ
、

小
刀
か
髪
掻
に
て
大
指
根
の
と
こ
ろ

に
刺

し
、
そ
の
制
す
巻
い
て
袖
口
に
通
し
、
元

紡
を
そ
の
ん
八
に
貫
き
、
し
か
と
し
め
結
び
、

左
手
を
後
に
回
し
て
帯
の
聞
に
通
し
、

手
の
働
き
れ
巾
な
ら
ざ
る
よ
う
に
す
る
。
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一侮涜

罪
人
動
く
時
。主

柄頭

を
背

突
き
当
て
る

"""' し。

位 よ 差

く ま う し強制
tJ、 の 鞘 1時た ι 入 力 t~ 
け時を は手すれのき
置髪引 まをるさ者時
くにき た揚 と せは
。 一 上 動上動、こ大

げ きげく下の小
れ 得てこ緒ょの
ば ず 、 とをう下
手 。髪叶ねに緒
上 の う じ て を
ヵt 結べり下以
る びかて緒て。

自 ら 、 の 料
そ に ず 柄 水 る

脇 。 頭 ?正術
ill に 緒 な
の てのり

反 "，Ir内 ‘' 
向 ifJj f二

を を両
ヵ、 突!凶
け く を
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一旬流

捕
手
之
事

捕
手
は
諸
流
に
妙
手
あ
っ
て
も
と
よ
り
一
定
の
法
は
な

ぃ
。
時
と
所
に
よ
り
、
ま
た
、
そ
の
人
の
技
量

ι
よ
っ
て

揚
め
捕
る
事
な
れ
ば
、
ま
ず
、
当
流

ι
い
う
と
こ
ろ
の
早

縄
を
己
が
手
首
に
か
け
、
敵
の
右
手
を
取
っ
て
、
後
背
に

回
し
、
押
し
ふ
せ
て
敵
の
眉
根
を
強
く
踏
み
、
敵
の
手
先

を
己
が
三
里
の
灸
の
下
通
り
に
当
た
る
ご
と
く
曲
げ
て
よ

し
。
そ
の
時
我
が
両
手
あ
く
故
、
縄
さ
ば
き
自
由
な
り
。

164 

能
々
当
た
り
の
利
業
に
は
有
之
と
い
え
ど
も
、
少
し
緩
め

ば
た
ち
ま
ち
返
す
ベ
し
。
必
ず
油
断
す
べ
か
ら
ず
。

左
右
と
も
同
じ
。
肩
の
踏
ど
こ
ろ
敵
手
を
脇
に
て
掲
む

よ
う
に
す
る
。



一得減

阿
弥
陀
之
胸
割
縄

当
然
極
意
の
縛
縄
な
り
。

徴
塵
大
極
意

微
塵
大
極
意
と
い
う
は
当
流
捕
手
の
極
意
な
り
。

そ
の
場
に
有
り
合
せ
た
る
何
に
で
も
と
っ
て
敵
に
打
ち
付
く
べ
き
な
り
。
就
中
、

灰
な
ど
の
類
、
火
鉢
、
茶
腕
、
火
入
れ
に
て
も
、
眉
聞
に
投
げ
付
け
る
な
り
。
余
は
倣
之
。

165 



須
田
流



須 町fl

砲
手
付
の
縄

後

付
の
図

足
取
の
純

...... 
HIJ 

こ
れ
は
、
御
前
な
ど
へ
述
れ
、

山
す
時
に
、
小
手
の
上
に
こ
の

純
を
か
け
る
。

よ
っ
て
手
は
あ

が
く
よ
う
に
す
る
。

御
前
に
て

礼
も
し
や
す
し
。

右
は
後
の
襟
筋
よ
り
肩
を
越
さ
せ
て
一
つ
結
び
、
両
方
へ
取
り
、
問
符

の
所
に
て
印
付
に
し
て
、
組
の
余
り
を
上
初
へ
通
し
て
、
附
羽
織
を
指
せ

169 

召
連
れ
出
る
な
り
。
ま
た
略
法
に
は
、
左
右
の
手
首
を
く
く
り
、
両
方
と

も
帯
へ
通
し
結
び
留
め
て
、
常
服
の
袖
口
に
て
制

H
を
隠
す
な
り
。
こ
れ

は
常
に
用
う
る
時
か
、
時
に
応
じ
て
す
る
事
な
り
。

こ
れ
は
、
袋
純
を
胴
へ

か
け
、
足
あ
が
く
に
よ
っ

て
両
足
に
縄
を
印
附
に
か
け
帯
に
通
す
。

同l
付



占
川

町
H
H，F

 

袋

縄

小
手
附

こ
の
所
首
へ
か
け
て

少
し
く
つ
ろ
ぎ
有
様

に
し
て
、
後
に
て
一

つ
に
取
っ
て
結
ぶ
。

愛
は
内
よ
り
外

へ
か
け
る
。
左

右
閉
じ
。

る
。
左
右
閉
じ
。

智
の
あ
が
き
の
所
に

て
一
重
回
し
て
真
結

び
に
す
る
。
左
右
閉

じ。えへて 後余結左
る取両日りび右
。違方 にをの其

るゆ引I)~ 掴くこ
な るい w えりの
りめてこ持合端
。 を し れっせを
すめをなてく
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須田流

謹

縄

手
か
ら
こ
の
留
引

解
の
わ
な
に
し
て

そ
れ
を
上
下
へ
分

け
る
。

こ
の
と
こ
ろ
咽
へ
か
け
る
。

こ
の
渡
縄
は
解
く
手
ぎ
わ
悪
し
く
て
は
見
苦
し
き
も
の
な
り
。
敵
へ
渡

す
時
、
縄
の
端
を
掴
へ
、
向
う
突
く
と
す
ら
す
ら
と
ほ
ど
け
行
く
さ
ま
手

ぎ
わ
よ
く
す
べ
し
。

す
べ
て
縄
目
を
竪
く
か
ら
み
付
け
る
よ
う
に
す
れ
ば
抜
け
る
よ
う
に
な

あ
り
て
も
、

る
な
り
。
そ
の
上
か
有
者
は
し
め
き
る
理
も
有
る
な
り
。
少
し
く
つ
ろ
ぎ

し
め
ど
こ
ろ
を
よ
く
竪
む
れ
ば
抜
け
る
事
な
ら
ぬ
も
の
な
り
。

男
結
び
の
引
解
に
し
て
六
つ
の
締

へ
掴
縄
二
本
一
つ
に
か
け
て
か
ら

こ
に
し
て
六
筋
一
つ
に
掴
持
つ
な

り
。
放
し
引
け
ば
手
首
と
も
に
上

ま
で
と
け
る
な
り
。

へ
う
な
じ
に
て
取
分
け
る
な
り
。

こ
の
締
め
随
分
引
き
し
め
て
窮
屈
な
る
よ
う
に
し
て
よ
し
。

こ
の
締
め
へ
ま
わ
し
、
肩
口
に
て
左
右
と
も

こ
の
よ
う
に
取
る
な
り
。

こ
の
緒
を
通
し
、
ま
た
締
め
に
な
る

よ
う
に
引
か
え
し
の
と
こ
ろ
に
て
前
の

通
り
に
し
め
、
ま
た
、
手
首
の
つ
か
い
の
と
こ
ろ
に
て
も
一
し
め

す
る
な
り
。
左
右
と
も
同
然
。
さ
て
左
右
の
手
首
を
一
つ
に
後
手

に
取
っ
て
左
右
の
縄
の
余
り
を
締
め
に
な
る
よ
う
に
引
か
け
て
は

し
め
し
め
し
て
敵
を
ひ
か
え
持
つ
ベ
し
。
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初回減

か
よ
う
に
締
め
へ
引
か
ナ
、

両
方
へ
引
き
什
け
る
な
り
。

純
を
二
つ
に
取
り
た
る
端
の
と
こ
ろ
な
り
。

本
緒
の
と
こ
ろ
に
も
つ
ひ
て
外
れ
ざ
る
よ
う
に
す
べ
し
。

¥
川
口
に
て
左
右
と
も
こ
の
よ
う
に
智
へ
回
し
、

こ
の
締
め
へ
。

こ
の
締
め
随
分
住

め
る
な
り
。
紡
ご

凪
な
る
よ
う
に

呈

し
て
よ
し
。
め

，

り
込
ま
し
む
る
は
思
し
。

こ
れ
を
過
し
、
ま
た
、
わ
な
に
な
る
よ
う
に
し
て
引
か
か
し
の
と
こ
ろ
に
て
前
の
辿
り
に
堅
め
、
ま
た
、
乎
首

の
つ
か
い
ど
こ
ろ
に
て
も
一
結
び
。
左
右
と
も
同
じ
。

172 

な
お
左
右
の
手
首
を
一
つ
に
後
手
に
取
っ
て
縄
の
余
り
を
や
は
り
締
め
に
な
る
よ
う
に
引
か
け
て
堅
め
お
く
べ

し
u

縄
の
余
り
を
一
つ
に
取
り
掴
ゆ
れ
ば
堅
ま
る
な
り
。
端
斗
を
引
く
時
は
皆
引
解
く
故
す
ら
す
ら
と
と
け
る

な
り
。

ま
た
喉
の
方
へ
縄
を
回
す
こ
と
如
何
が
と
い
う
時
は
左
の
如
し
。
罪
も
極
ら
ざ
る
に
純
を
喉
に

か
く
る
は
切
縄
に
な
る
故
用
捨
あ
る
べ
し
。

縄
を
二
重
に
取
っ
て
引
解
に
如
こ
の
結
び
左
右
に
取
り
、

あ
と
は
右
に
同
じ
。

』
こ
の
と
こ
ろ
を
も
と
ど
り
に
鋪
く
べ
し
。



173 

ま
た
師

の
い
う

後
う
な
じ
に
て
こ

の
よ
う
に
結
ん
で
、

こ
の
節
め
へ

l
こ
の
純
を
引
解
に
引
か
け
、
左
右

へ
取
り
分
け
て
も
可
な
り
。

ま
た
い
う

』
の
慌
に
引
か
け
て
も
可
な
り
。

m回流



一佐
乗 々
不木
二 流
{JY玄iし

大
，寸阻ニ・

{J玄)1し

地
問
戸
流



佐々木鴻大祭流地問戸流一衆不二流

佐

々

木

一
乗
不
二
流
捕
縛
術

第第諮船現

法

四

法

渡

網

中

縄品官

流

大
第第四千沙

門

学法

五

法

寸

縄鳥
山
伏

流

地
第十

ム』

HIJ 

問
削

法

文

Fι. 

7-縄

戸

流
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一乗不二流地問戸流大.I'H夜佐*木浦

敵
を
捕
国
て
柵
砲
を
捌
き
、
縄
口
を
腕
に
か
け

て
が
川
へ
阿
し
、
腕
口
を
二
市
に
問
し
か
り
留
め

を
し
て、

左
め
方
へ
越
腕
を
捻
じ

て
二
重

上
げ
て
仮
留
を
解
腕
円
を
も

市
に
同

し
て
湖
純
々
三
唱

ニ
阿
し
、
首
よ
り
引
い
た

監
の
純
に

に
留
め

る。

敵
を
捕
固
て
縄
口
を
二

の
腕
の
下
よ
り
引

き
山
し
、

腕
口
に
か
け
首
へ
引

き
回
し
て
越
え
る
と
こ
ろ
を
押

え
て
腕
口
に
二
重
に
回
し
、
仮

留
め
を
し
て
左
へ
越
え
て
た
の

腕
を
捕
え
国
め
る
。
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一来不二流地問戸流大惨j来佐々木流

敵
を
捕
固
て
縄
口
を
扶
よ
り

出
し
、
縄
口
を
腕
に
か
け
て

首
へ
回
し
、
腕
口
に
て

し
、
腕

を
伺

め
る
。

178 

敵
を
捕
国
て
縄
口
を
帯
の
下

よ
り
上
へ
引
き
通
し
て
腕
に
か

け
、
首
へ
回
し
帯
に
て
偲
留
め

し
、
左
へ
越
し
左
の
腕
を
二
市
.

か
も
さ
け
て
帯
に
て
留
め
る
n



佐冷水流大.流地問戸流 一策不二流

市町に "̂ 
め て 敵

同 を純 き を
し し 口 通捕
て 、 を し 国
砲左二

、
て

め の重 純純
る 腕に 口 口
。を 回 を を

捻 し 首 帯
じ

、
σ〉

Ja二 +'t・I・;: ヵ、 ード
げに け よ
て て

、
り

限 中上

179 



佐々 1~i仇 大4約百地IIlI戸流 一乗不二流

請
渡
縄

四
寸
縄

よ 1/) 

り 一 説日 奇H阿l-! 

(/) 口 渡
つ j腕 を 縄

"'" 首
下

き よ か
締 り け
め 上 て
て "'" 右
留 f】、 の
め け
る て tJ) 。

右腕
の "'" 腕 上

よ
fJ' り
け .ド

Tょ "'" 4-， 3 fJ、

調H け
1/) 

、

上 主

180 



佐命本i海大畢i底地問，..i抱 一糸不二流

船
中
縄

口
伝

十
文
字

181 



佐々木流大惨l荒 地問戸流 一衆不二流

182 



佐冷水流大事j定地問戸i定 一 乗イZ二流

沙

門

山

伏

務

縄

183 



縄
之
伝
極
意



縄之伝極意

縄

之

伝

か
き
な
わ

れ
ん
じ
ゃ
く
縄

ま
い
な
わ

し
ん
の
む
ね
は
り

一
寸
な
わ

ち
ご
な
わ

わ
た
し
な
わ

か
い
と
う
な
わ

火
付
な
わ

ね
き
な
わ

ざ
と
う
な
わ

く
ま
さ
か

極

ニ.&ユ
豆、

と
り
し
め

四
寸
な
わ

き
り
な
わ

き
り
な
わ

さ
う
の
む
ね
は
り

き
ゃ
う
の
む
ね
は
り

た
い
ち
つ
な
わ

う
ん
の
な
わ

禾ゐし
うた
わい
なけ
わ

女
な
わ

う
け
と
り
な
わ

1邸

け
は
な
し

，《、、、
-

h
り
J

さ
ら
し
な
わ

やひ
まつ
ぶ』 く

しわ
縄い

な
わ

は
か
い
わ
け

き
う
人
な
わ

わ
う
は
ん
な
わ

こ
は
ん
な
わ

く
び
ん
も
と
き

む
さ
う



縄之伝伍怠

か
き
縄

本
五
ひ
ろ

二
ひ
ろ
半

右
の
五
ひ
ろ
は
本
な
わ
に
し
て
、

五
ひ
ろ
な
り
。
早
な
わ
に
に
て
は

二
ひ
ろ
下
な
り
。

く
で
ん
あ
り
。

四
寸
縄

五
ひ
ろ

な
わ
の
そ
く

く
で
ん
あ
り
。

え
り
も
と
に
く
で
ん
あ
る
な
り
。

と
り
し
め右

同
じ
こ
と
な
り
。

く
で
ん
あ
り
。

187 

れ
ん
じ
ゃ
く
縄

な
わ
に
て
は
五
ひ
ろ

もくカ・
ま書く
ずかの
はへご
など左
わ
tこ く

てっ
かざ

く台
る ¥
なか

ロど
M れ

な
り。



純之{云械，C.

ま
い
縄

き
り
縄

後

き
り
候
節
は
く
で
ん
あ
り
。

五
ひ
ろ

き
り

ま

ω 縄

い
縄

き
り
候f1IJ 
t部
は.
く
で
ん
あ
り。

188 



縄之伝極意

さ
う
の
む
ね
は
り

後

五
ひ
ろ

i
 

'i
 

、"nu

さ
う
の
む
ね
は
り

き
る
物
の
ま
い
こ
と
じ

189 

き
ゃ
う
の
む
ね
は
り

fを

五
ひ
ろ

き
ゃ
う
の
む
ね
は
り

_，_._ 
111) 

こ
の
如
く
ご
一
向
に
し
て

ボ
こ
の
な
わ
は
大
事
の
な
わ
な
り
。

む
ね
は
り
の
内
に
て
も
大
引

の
な
わ
な
り



縄之伝極lt.

し
ん
の
む
ね
は
り

後

五
ひ
ろ

』
の
間
に
両
方
の
な
わ
を
過
す
な
り
。

た
い
ち
つ
な
わ

主
ひ
ろ

し
ん
の
む
ね
は
り

'"リ、11
 

ろ
ん
の
な
わ

五
ひ
ろ

190 

ち
し

ゃ
う
縄
有
中
の
い
ぼ
よ
り
上
ま
で
辿
し
、
両
方
へ
分
け
、

も
と
の
と
こ
ろ
へ
な
わ
は
し
か
へ
り
い
ぼ
有
な
り£



縄之f孟暢底

一
寸
な
わ

後

五
ひ
ろ

一
寸
な
わ

H1! 

こ
の
間
一

寸

つ
よ
き
な
わ
な
り
。

191 

し
た
ひ
け

後

し
た
ひ
け

ム‘畠.

HI! 

七
ひ
ろ

は
し
め
と
う
よ
り
か
け
る
な
り
。



縄之f云極立

女
な
わ

五
ひ
ろ

ち
ご
な
わ

五
ひ
ろ

あ
わ
し
む
す
び

か
い
む
す
び

禾

う
け
と
り
な
わ

192 

う
わ
な
わ

五
ひ
ろ

六
と
う
む
す
び

右
の
結
び
六
つ
も

か右
可の

縄
は
小
手
よ
り
先
，
い

る
な
り
。



縄之伝趣意

わ
た
し
な
わ

け
し
ゃ
う
縄
有

九
ひ
ろ

五
ひ
ろ

け
は
な
し

こ
れ
は
木
七
つ
。

右
に

M
じ
。

こ
の
縄
は
見
ご
と
本
に
か
く
る
な
り
。

布
の
純
は
つ
よ
く
か
く
る
な
り
。

小
手
に
大
事
の
事
あ
る
な
り
。

』
の
と
こ
ろ
H
伝
あ
り
ω

か
い
と
う
な
わ

か
い
と
う
な
わ

日IJ

後

十

一
ひ
ろ

有
の
網
は
道
中
致
す
候
問
、

つ
よ
く
な
く
よ
わ
く
な
く
か

け
る
こ
と
な
り
。

こ
の
間
四
寸

ふ
ね
い
た
の
い
ぽ

193 



縄之f云儀窓

く
ぐ
り

後

七
ひ
ろ

，晶.... 

HIJ 

く
ぐ
り

右
見
事
に
か
け
る
な
り
。

さ
ら
し
な
わ

五

日IJ

194 

後

ひ
ろ

さ
ら
し
な
わ

』
の
給
は
さ
ら
し
締
に
ゆ
い
つ
く
る
な
り
。

」
の
縄
前
を
見
事
に
か
く
る
な
り
。



縄之伝極意

ひ ω1 火
つ 付

く な

わ わ

し、
な 如こ
わ しれ

の
ω h主

I (内1/冊、'-1(())¥ し、 先さ 後
lま はら

』こ 組 し

な は 候

ヨつ 後
し節

と tこ 11
同かお

す じ く

tt. 
。 の

り。 五

/ ¥ -， \~ ひ
子、

_; 

ろ

右

ひ
つ

(J) 

く ふ
火

結
び

わ

付

見

い

な

事

な

わ

わ つ
の
火

J、2、』 "11 
おli

l宵謬選民同
み、

目11
な

t. 

結
び
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ね
ぎ
な
わ

f灸

五
ひ
ろ

ね
ぎ
な
わ

ー、.... 
HIJ 

196 

縄之伝極.1;

は
か
い
わ
け

い
ぼ
な
り

に
て
結
び

後

五
ひ
ろ

は
か
い
わ
け

1l1l 



縄之伝極意

き
う
人
な
わ

五
ひ
ろ

や
ま
ぶ
し
な
わ

花
結
い
ず
れ
も
口
伝
あ
り
ω

い
ず
れ
も
見
事
に
か
け
ベ
し
。

197 

ざ
と
う
な
わ

後

五
ひ
ろ

さ
と
う
な
わ

前

こ
の
は
し
さ

け
る
な
り
。



わ
申

つ

、ー

{ま

{ま
ん

んな
強右

なわ

わく 大
右

か事
くの

同

るな
じ

後 なわ
強

り な
Lb  =-a-縄て「 後

く

。 り
t 

か

。〈
る
な

~~ 

り

/癌叡聡~ミ~........... 
五

/ fl 
。

ひ

ろ
ろ

こ
は
ん
な
わ

1111 
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縄之伝極意

わ
う
は
ん
な
わ



縄之伝極意

く
ま
さ
か

後

右
大
事
の
く
で
ん
と
も
あ
り
。

く
ぴ
ん
も
と
き

十
三
ひ
ろ

後

右
の
縄
大
事
の
く
で
ん
あ
り
。

く
ま
さ
か

.、... 
HIJ 

199 

く
ぴ
ん
も
と
き

ぷ‘.._
目IJ



縄之伝極怠

む
さ
う

純
な
し
に
か
く

る
な
り
。

2∞ 



縄

之

三己



縄之記

縄

之早

縄

切

縄

陰

縄

高
手
縄

記

雲
走
縄

陽

縄

日1)

出
家
縄

割

縄

一
国
大
将
生
捕
縄

分
見
縄

位
上
之
縄

位
下
之
縄

軍
陣
之
縄

船
中
之
縄

花
結
縄

位
中
之
縄

紫

縄

後

後

軍
陣
之
縄

a
均
百
リ

品
川
"

武
線
小
銃
武
者

後

花
結
縄

前

四
寸
縄

陰

縄

三
尺
縄

小
手
縄

大
将
縄

前

位
中
之
縄

紫

縄

前

前

船
中
之
縄

後

武
線
小
銃
武
者

羽
武
者
縄

前

却 2

後

官官



縄之記

早

縄

掛
様
口
伝
大
事
有

ク
ワ
ン
ニ
テ
モ
一
ニ
ツ
ニ
テ
モ

一
カ
モ
サ
ケ

二
本
鍵
-
-
テ
サ
キ
ナ
ラ
パ
髭
ノ
マ

ケ
ヱ
掛
ル
又
ハ
耳
ロ
ノ
中
へ
引
シ

メ
掛
ル

雲
走
縄

タ
ワ
ン
叉

2
-一ツ

帯
ニ
テ
モ
ト
メ
ル

四
寸
縄

伝
に
日
縄
掛
ヲ
キ
ユ
ル
ミ
候
ぺ

結
目
へ
塩
水
を
吹
ベ
ヅ

四
寸
上
下
の
玉
ハ
天
地
陰
陽
之
口
伝

加3

切

縄
此
所
引
コ
ケ

ハ
首
の
縄
ト

ケ
ル
也

首
切
様
ニ
口
伝

有
縄
ニ
庇
ヲ
付

ベ

カ

ラ

ズ

勿

カ
モ
サ
ケ
シ
ヲ
リ
三
ツ

論
血
モ
付
ヘ
カ
ラ
.
サ
ル
様
ニ
心
得
ヘ
ツ



出 陰
家

女前 r-、、 縄 /可r-.... 縄
ナ ハ

ド十
ニ文
掛字

j L l._，....! 後Jレ 也
同 、E ¥ / lH 、此ツ

間

世 間
右所高

四
寸

断同 ク

シ
シ シ ヲ
ヲ ヲ リ
リ トリ
ト

ト
メ

メ メ

縄之記

陰 陽

縄 ニ前 I"T"¥ 縄
カ ヲ
クノ、

ノレ 十
jj‘Ij ベ文

シ字

シ
ヲ
リ
ト
メ
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縄之配

三
尺
縄

'J 
縄

高
手
縄

γ
ヲ
リ
ト
メ

釦
此
内
ヨ

リ
引
出

輪
入
チ
ガ
ヘ

ニ
子

ヂ
リ
割
ヘ

ツ

四
寸

シ
ヲ
リ
ト
メ
此

所
玉
有
リ

205 

小
手
縄

手
カ
子
指
此
縄
ニ
テ
割

此
通
リ
子
ヂ
リ

此
間
四
寸

也
縄
ノ
余
リ
ニ
テ
帯

ニ
結

付
手
ヲ
上
ニ
上
ケ
サ

セ
間

敷
也

抜
ノ
時
ノ
為
也

此
玉
箭
テ

モ
同

シ

然
レ
ド

モ
天
地
陰

陽
ノ
玉
ナ
レ
パ
有
テ
モ
可
ナ
リ

シ
ヲ
リ
ト
メ



縄之記

一
国
之
大
将
生
捕
縄

紫

此
間
四
寸

寸

花
結
び

大
将
縄
之
前

分
見
縄

此

縄

ウ

ツ

ロ

ニ

テ

シ

ヲ

リ

ト

メ

一
シ
メ
ル

指
ハ
帯
ノ
下
へ
ノ
縄
見
エ
ザ
ル
様
ニ
帯

左
右
ト
モ
ニ
縄
カ
ケ
ジ
ト
見
ヘ
ザ
ル
也

ノ
下
へ
入
ル

位
上
之
縄
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シ
ヲ
リ
ト
メ



位
中
之
縄

紫

位
中
之
縄

a品.

目1)

三
寸
ト

メ

如
此

メ

2(f/ 

紫

縄

位
下
之
縄

黒

、ノ

ヲ
H
Y
-
F
，F
 

縄之記

花
結
び

シ
ヲ
リ
ト
メ



縄之記

紫

軍
陣
之
縄

シ
ヲ
リ
ト
メ

貰

加
此

シ
ヲ
リ
ト
メ

軍
陣
之
縄

船
中
之
縄

浅
黄

前

此
所
コ

マ
ム
ス
ヒ
ニ
ス

此
間
六
寸

三
寸
ト
メ

却8



縄之記

船
中
之
縄

前

ウ
シ

ロ
ヨ

リ
前
へ
二
重
回
ジ
テ

ウ
ジ
ロ
ニ
テ
ツ
ヲ
リ

武
糧
小
鎮
武
者

黄

前
ヨ
リ
取
リ
縄
ヲ
シ

ヲ
リ
結
ピ
ニ
シ
テ
中

ニ
入
レ
ル

此
首
ノ
縄
ノ
下
ヨ

リ
上
へ
ト
ル
ベ
シ

下

ヨ

リ

上

へ

引

出
シ
其
縄
ヲ
叉
内

ヨ
リ
外
へ
引
出
シ
縄
ノ
キ
ワ
ニ
テ

花
結
ピ
ニ
ス
ル
ナ
リ

シ
ヲ
リ
結

ピ
ニ

シ
テ
上

へ
ト
ル
ベ
シ

2ω 



縄之Je

武
揖
小
銃
武
者

』

H
リ、"""

此
間
八
寸
上
ル
ベ

シ

花
結
縄

左
右
入
チ
カ
エ
引

コ
キ
ワ
ヘ
ト
ヲ
ス

シ
ヲ
リ
ト

メ

左
右
入
チ
カ
エ
引
コ
キ
輪

へ
通
シ
下
ヘ
ト
ル
ベ
シ

花
結
ピ
二
二
寸
ト
メ

此
組
前
へ
ト
ル

花
結
縄

羽
武
者
縄

青

210 
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前
ハ
タ
テ

ニ
子
ヂ
ル
也

シ
ヲ
リ
ト
メ

ツ 上リ
夫ノワ上
ヨ縄 キヨ
リノェリ

下キ引下
へ，出ヘ
トニ シト

ル テ

也花
結
ビ

ス

三
寸
ト
メ



大
正
流

剣
徳
流



大正流 銅徳流

大

正

流

銅

評
定
縄
ハ
諸
中
綿
)

不
動
空
縄
(
番
不
入
〉

女

縄
〈
真
行
草
〉

行
人
縄
(
真
〉

真
諸
縄

盲
女
縄

桔
梗
縄

徳

流
村

国

渡

渡

道
中
縄

遠
嶋
縄

出
家
縄
(
真
行
草
)

山
伏
縄

小
姓
縄
(
真
行
草
〉

非
人
縄
(
真
草
〉

真
片
縄

座
頭
縄
(
真
行
草
〉

捨

縄
〈
真
行
〉

亀

縄
〈
真
草
〉
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十
十
=

十
五

大正流銅{I涜

大
正
流
は
銀
徳
流
よ
り
出
で
改
名
し
た
も
の
で
あ
る

早評
定
縄

村
渡
削

七

晒

八

免

九

指

縄

引
す
へ

大
渡

こ
の
縄
は
何
れ
へ
か
け
て
も
あ
や
ま
り
な
し

~ /， 

道
中
縄

諸
中
縄

四

国
渡
側

縄

こ
れ
は
晒
す
時
の
事
な
り

其
縄
は
皆
秘
伝
な
り

縄

国
渡
し
の
縄
と
同
じ 藤

の
実

取
鈎

(
小
糸
口
て
指
を
結
ぶ
類
皆
此
内
な
り
〉

五

不
動
空
縛
(
番
い
ら
ず
と
も
い
う
)

七
日
晒
す
時
は
七
色
に
か
け
替
る
な
り

十

火
罪
縄

二
人
に
て
か
く
る
惣
名
な
り

十

渡

遠
嶋
縄

出
家
縄
ハ
真
行
草
)

十
四

行
人
縄
(
真
)

十

山
伏
縄

た
と
え
ば
三
日
晒
す
時
・は
三
品
、

何
様
と
も
き
ゃ
に
か
け
ベ
し

前
後
に
は
を
り
有
様
に
か
け
る
事
也

只
手
を
留
る
所
を
留
ず
し
て
ひ
か
へ
置
く
な
り

と
き
様
口
伝
秘
事

相
縄

213 

千
鳥
縄
の
類
な
り

女
縄
(
真
行
草
〉

一
山
之
山
伏
に
懸

社
人
の
類
を
縛
る
に
は
鳥
居
懸
な
り
と
も
叉
行
人
縄
な
り
共
か
く
べ
し

只
前
へ
手
を
す
る
様
に
す
る
な

り

何
れ
も
手
の
留
の
余
り
所
を
華
憂
に
す
る
な
り

小
姓
縄
ハ
真
行
草
)

十
九

真
片
縄

十
七

十
八

真
諸
縄

非
人
縄
〈
真
草
)
同
じ
く
非
人
の
女
枠

盲
目
の
男
女
の
縄



大正満銅.f寵

四十 二
十

廿廿廿
四

頭
き
ん
と
め

註
連
留

七

fE 
結

成
仏
留

座
頭
縄
(
真
行
行
〉

捨

縄
ハ
切
縄
の
事
な
り
)

廿

き
き
ゃ
う
縄

亀

縄
(
真
草
〉

首
と
手
へ
紙
を
巻
く
事
な
り

士
縄

口
伝
之
巻

右
何
れ
も
真
行
草
有
り
と
あ
れ
ど
も
此
三
段
に
別
れ
た
る
有
別
れ
ざ
る
有

一
品
も
有
二
品
づ
つ
も
有
也

214 

五

舟
は
し
り

け
さ
と
め

け
さ
ん
と
め

八

両
眼

........ 
ノ、

仏
留

九

運
之
留

此
の
留
よ
り
後
の
六
ケ
条
は
伝
巻
目
録
に
な
け
れ
ど
常
に
用
ふ
る
な
り

十

十十
四

算
縛 と

ん
ぼ
う
留

十

組
留

十
五

蝶
留

揚
技
縛

逆
鯖
蛤

筒
留

十

海
老
形

極
意
図
箇
条

針
縛

袖
縛



村 ~ 評

渡

(~~) 
縄定

諸

目IJ / ぷ札JIA ¥ 前 中
縄
と
も
L、
う。

大 正流錫m流

後

い
ず
れ

に
か

評
定
縄

諸
中
縄
と
も
い
う
。

後

215 



銅徳i兎大正流

不
動
空
縛
り

番
不
入
と
も
い
う
。
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大正猪 飼徳流

遠
嶋
縄

道
中
縄

遺
嶋
縄

前

後

217 



女

縄

218 

大正流伺~流

女

縄

女

縄



大正施・・it

出
家
縄

出
寂
縄

真

の り
余 と 社

出 り も 人
家 所 か の
縄 は く 類

け ベを
ま し縛
ん 。る

たに

結 ?と ~1
ぶ 手
、~ は 鳥、ー
と 前居
な に懸

り す な
。

る り
よ と

う も
ま

し た
、 行

手人
の 縄
留 な

219 



山
伏
縄

山
伏
縄

後

Zぬ

大正満旬.鴻

出
家
縄

草

前

出
家
縄

草

後



大正流銅徳流

行
人
縄

IlU 

行
人
縄

後

山
之
山
伏
に
か
け
る
縄

4“・目1)

山
之
山
伏
に
か
け
る
縄

後

221 



小
姓
縄

小
姓
縄

222 

大正減価徳流

行
人
縄

行
人
縄



大正涜伺徳流

小
姓
縄

小
姓
縄

小
姓
縄

小
姓
縄

223 



小
姓
縄

小
姓
縄

大正流飼樟流

如
此
も
草
の
内

非
人
縄

非
人
縄

草

真

224 



大正猪飼徳流

非
人
の
女
枠
に
か
け
る
縄

非
人
盲
目
男
女

両
銀
イ
ボ
と
い
う
。

真
諸
縄

前
後
同
じ

前
後
同
じ

真
片
縄

2お



鯛徳流大正流

座
頭
縄

座
頭
縄

行

真

座
頭
縄

盲
女
縄

富
女
い
か
よ
う
に
か
く
る
と
も
、
両
眼
に

留
る
こ
と
な
り
。

226 



銅徳it大正it

槍

縄

切

縄

の
こ
と
な
り
。

切
付
こ
の
と
こ
ろ
を
と
き
て
縄
の

余
り
と
一
つ
に

ひ
か
え
る
。

捨

縄

真

た
よ
く
留
め
る
な
り
。

ひ
し
と
と
け
ぬ
よ
う
に
い
ぽ
に
よ
く

留
め
る
。
そ
の
ま
ま
捨
て
る
心
な
り
。

227 

亀

縄

加
斯
な
る
を
真
と

い
う
伝
も
あ
り
な
り
。
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大正流銅徳流

-
5
き
よ
う
な
h

桔
梗
縄



新
影
治
源
流



続彫治源涜
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新験台源流
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新影治君原流
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新紛台源流
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新劇台濠流
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事荷紛台源流
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新膨治漂流
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新般台源流
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新樹台濠流

お9



新断台湾、i来
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事時験台湾涜
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新紛白源流
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新修治源流
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新樹台湾、流
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続膨拍源流
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新膨治源流
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S崎断白源流
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新服従台源流
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抜
流



新影新後1荒

新

昆F

が

新

抜

流

早
縄
く
わ
ん
縄

か
ぎ
縄
ひ
っ
か
け
縄

出
家
縄

伐

縄

ス
ミ
矢
倉

高

上

対
決
縄

長出
家
社
人
晒
縄

縄

児
童
女
縄

社
人
山
伏
縄

2印



草野彬新lk.i進

早

縄

長

縄
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児
童
女
縄

社
人
山
伏
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新彬新抜流

出
家
縄

ス
ミ
矢
倉

出
家
社
人
栖
縄

対
決
縄
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縄之伝極意

縄

之

伝

縄
九
筒
極
意

早

縄

本

縄

腰

縄

吟
味
縄

女

縄

{曽

縄

贈

A縄

道
中
縄

切

縄
縄
九
箇
之
関
図 極

~ 
~fS， 

拾
三
ヶ
惇

七
ヶ

博

ニ

ヶ

惇

九

ゲ

停

三

ヶ

停
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三

ヶ

俸

九

ヶ

博

ヶ

惇

ニ

ヶ

停

四
拾
八
筋
左
記



縄之f云掻立
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早

縄

腰
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切

縄
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縄之伝極意

同



縄之伝極意

早

縄

同
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縄之伝極意

同
同
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縄之伝極意

同 同
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同
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縄之伝極意

鍵
早

........ 縄



縄之伝趣意

同 同

お3



同

お4

縄之伝極意

早

叫 留



縄之伝極怠

本
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道
中

斗 縄



縄之伝極.

同開
ニ
口
授
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縄之伝語怠

本
縄

同
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縄之伝極意

同 同

2槌



縄之伝極怠

同
同
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同

縄之伝極意

吟
味
縄前
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縄之伝極怠

同 同
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制之伝極怠

吟
味
縄
銅
じ
め

前

同

幻2



網之fム織広

同
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逆
縄

前警
め



女

縄

214 

制之{ぷ係な

送
り
縄

前



縄之舘‘.

同 同
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縄之{丞極意

同 {曽
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縄之伝極意

贈

縄

同

渡
し
縄
と
も
い
う
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縄之{云極窓

同 同

4 
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縄之伝題意

同 同
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縄之伝極意

同 同

同

笈拘



縄之個極意
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中
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縄之伝極怠

縄
之
古
術

て
悪
魔
た
り
と
も
比
縄
を
以
て
不
止
事
な
し

か
る
が
故
に
五
行
と
す

一
尋
半
を
早
縄
と

夫
れ
縄
之
儀
は

天
神
七
代

地
神
五
代
を
表
し
て
本
縄
の
長
尺
を
定
め
七
尋
半
を
定
尺

と
極
む

是
蛇
口
は
日
月
星
を
以
て
三
つ
指
韮
を
尺
と
し
て
五
行
を
表
し
不
動
の
神
力
を
以

す

二
尋
半
中
の
早
縄

三
尋
半
上
の
早
縄
半
上
の
単
純
と
す

五
尋
よ
り
以
上
本
縄
に
近

し

何
れ
不
動
の
神
明
を
受
け
い
ま
し
む
る
と
い
へ
共
無
心
無
限
の
身
と
し
て
瞬
下
に
満
る

事
第
一
に
執
行
な
す
べ
し

本
拠
封
印
は
是
軽
か
ら
ざ
る
故
口
授
可
秘

却2
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あ

捕

縄

浅

山

一
博
流

跡

見

様

流

.縄術il名録

荒安L、池猪一

乗

不

二

流

今

木藤回谷博連刀ー

l
 

j
 

流流流流流流流流

術~ 
長

天
正

元
禄

天
正

流

名

録

藤
田
西
湖

浅
山

一
・博
鴨
川
重
品

荒
木
夢
仁
費
季
綱

池
田
八
左
衛
門
成
祥

猪
谷
忠
蔵

山
田
彦
内
信
直

丸
自
主
人
正

松
崎
金
右
衛
門
重
勝

松
崎
金
右
衛
門
重
勝

今
川
久
太
夫

調
査

313 



捕縄術流名錦

え円お御か海梶香上限き扱気

家野道原取柄，l) 心楽

流流

石
黒
勘
七

流

佐
々
木
忠
蔵
孝
信

流

314 

流

延
宝

梶
原
源
左
衛
門
尉
直
景

流

影
山
善
賀
入
道
清
重

流流流

~ 
践

犬
上
郡
兵
衛
永
保

流

天
間
関

飯
塚
臥
寵
育
輿
義



捕縄傭構名録

く楠日日

下

其

流

日

下

新

流

日
下
夢
想
流

け源謙銅銅" 、，講

神

館

流

さ

流

清
野
勝
左
衛
門

下

流

日
下

一
甫

石
山
七
郎
右
衛
門
道
厚

ニ
谷
左
衛
門
尉
吉
次

海

流

吉
川
左
門
助
信

315 

信

流流

芝
田
創
立

徳

大
森
仲
左
衛
門
尉
元
陰

流



捕縄術流名跡

榊笹佐

々

三

抜

謙

信

流

し至.師定

真

古

流

四

心

古

流

紫常諸沙神新心

外

無

敵

流

山井
木

流

，心.c •. ¥ 山慎賞門海

流流

明
腫

笹
井
ト
也
忠
行

佐
々
木
大
学
高
正

高
塀
平
内

流

覧
文

小
泉
利
心
賢

流

師
心
小
三
郎

森
住
優
圏
景
弘

316 

森
住
優
園
景
弘

流流

大
須
賀
文
右
衛
門
信
清

流

明
和

伊
藤
庄
五
郎
祐
高

流流

沼
沢
甚
五
左
衛
門
長
政

流

樋
口
南
海
茂
庚

享
保

大
野
茂
左
衛
門
家
次



摘縄術流名録

新

影

治

源

流

新

影

新

抜

流

'L' 真新'L-新神

道

無

想

流

真

之

神

道

流

新

無

双

流

す随鈴須せ

極極'L-照撰変木回

橘
内
鰐
正
家
久

流

宮
川
夢
仁
賢
秀
正

流

直
極
夢
仁
賢
人
道
藤
原
清
定

流

関
口
八
郎
左
衛
門

流

宮
崎
只
右
衛
門
重
職

流

無
想
権
之
助
勝
吉

山
本
民
左
衛
門
英
草

317 

一
元
自
称

比
留
間
万
之
助
尉
正
茂

流流流



捕縄術流名跡

制l滑関関
口
新
心
流

禅

家

禅

家

明

侮

流

た大大大高澗宅

間

営

流

竹竹

之

節

流

立

問。It.-口学正征尚本内身

流

座
長

水
早
長
左
衛
門
信
也

流

克 寛
永永

関
口
八
郎
左
衛
門
氏
心

森
霞
之
助
勝
重

流

関
口
八
郎
左
衛
門
氏
心

流

真
山
刑
部

真
山
刑
部

流

318 

佐
々
木
大
皐
高
正

流

天
保

山
崎
源
太
左
衛
門
郷
詰

流流流

漉
本
俸
八
郎

流

天
文

竹
内
中
務
大
輔
久
盛

流

立
身
三
京



捕縄術涜名録

ち直直

至

五

俸

流

地

問

戸

流

て天侮天

神

真

揚

流

と一戸東富な長

岡

兼

流

指，心田津

流

天
野
天
和
守

中
野
正
勝

佐
々
木
大
学
高
正

流

天
正

斉
藤
判
官
俸
鬼
坊

流

明
治

松
平
柳
関
驚
源
正
足

319 

流

ヲミ
正

戸
田
越
後
守
源
高
奥

流流

富
津
甚
内

長
岡
刑
部
左
衛
門
尉
源
時
之



捕縄術;寵名緑

難

波

一

甫

流

難
波
一
甫
驚
藤
原
久
長

南

績

流

三
浦
隼
人
喬
連

日

流

清
野
勝
左
衛
門

日

新

流

は長

谷

川

流

長
谷
川
内
蔵
之
助

320 

八

幡

新

嘗

流

原

流

中
村
勘
兵
衛
義
忠

ひ日
域
無
堅
一
学
流

佐
藤
一
畢

平

松

天

流

ふ



捕縄衛施名録

武福藤藤併不ほ方費武本

舞

克

己

流

み水水

衛島原一冗髄重警阿H
U
 

:特鳥町-

流

武
衛
市
郎
左
衛
門
義
樹

流流

藤
原
鎌
足

流流

一
元
日
部

梶
原
源
左
衛
門
尉
信
景

流

岩
谷
外
記
義
統

流

直
守

321 

流

天
他

提
山
戚
守
賀
山

流

武
尊
右
衛
門

究
父

添
田
儀
左
衛
門
貞
俊

流

水
島
見
誉
吉
之

流

:，
、、

『け仇

水
野
新
五
左
衛
門
重
治



捕縄術流名跡

む無

究

玉

心

流

長
谷
川
内
蔵
之
助

武
蔵
一
二
徳
柳
生
流

阿
部
忠
慶
義
秩

無

型!

新L

随
i長

棋
場
采
女
正
藤
原
康
正

無

双

新L

4R 

相

調L

夏
原
八
木
夫
武
宗

-剛
'~シ・

想

流

原
一房
久
克
術
門
尉
正
久

無

双

一
身

流

TL 
政

藤
田
八
右
衛
門

無

笹

神

鳥

流

宮
本
無
二
之
高
藤
原
兼
光

322 

無
双
直
博
揚
心
鞍
殺
流

羽
根
清
木
左
衛
門
義
忠

f挺

人

斉

流

天.止

荒
木
無
仁
資
源
秀
綱

無

退

要

限

流

斉
藤
亦
右
衛
門
尉
勝
久

も森

流

森
九
布
衛
門

や
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山

川

新

心

流

山

本

無

遁

流

FAF 
協-守主長

心

坪

井

流

り")J 珂!、il
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・-a'

抑.
問'L' 'L' 信極

体j

訓i流流流流流

E
H刊

J~ で
〈
必

f. 

3王

山
田
技
右
衛
門

中
間
泥

.2
安
久
入
道

山
本
無
泌
腐
心
ボ
久

以
山
間
郎
左
衛
門
義
時

秋
山
附
郎
左
衛
門
義
時

323 

宮
部
地
峨
入
道
家
光

森
川
理
阪

事を



捕縄術1寵名録

参
考
文
献

川
尻
ト
小
流
捕
手
再
延
之
序

佐
木
流
目
録
之
巻

此
ト
小
流
捕
手
目
録

此
水
流
捕
手
免
許

此
ト
ホ
流
捕
手
縄
目
録
前
書

北
ト
ホ
流
縄
奥
儀
目
録

此
ト
ホ
流
捕
手
免
許
状

消
行
流
縄
目
録

8

仙
聞
流
純
目
録

一
体
流
縄
問
録
解

.
仙
間
流
組
免
状
並
目
録

一
陣
流
縄
許
状

.
述
流
縄
秘
奥

.
述
流
純
極
意
之
巻

一
述
一流
早
縄
早
練
口
博

藤
田
西
湖
所
蔵

巻

巻巻巻

巻

巻巻

324 

冊持... 
冊

巻

巻巻

主主
~色、d



御
家
流
和
儀
目
録

笹
井
流
縛
縄
困
秘
惇
書

常
慎
流
縄
之
巻

心
外
無
敵
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